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第3回
定例会
 9/5〜9/25

村税は14億8310万3千円で、前年度比116万2千円の減。普
通交付税は15億9170万3千円で2751万円の減。

特別交付税は3億2995万円で、地方創生交付金事業などに
より1億1864万8千円の増額となったものの、国・県支出金が
減少したため歳入総額は前年度より17.4% 減少しました。

歳  入
17.4％減

自主財源
38.4%

村税
23.0%

繰入金
5.7%

諸収入 2.1%

地方交付税
29.8%

依存財源
61.6%

村債
15.5%

国庫支出金
7.5%

県支出金
4.3%

一般会計

 64億5342万円
歳  入

寄付金3.3% 繰越し金1.3% 使用料及
び手数料1.9% 財産収入0.2%
分担金及び負担金0.9%

地方消費税交付税2.9% 地方譲与税1.1% 
自動車取得税交付金0.3%配当割交付金0.1%
株式譲渡所得割交付金0.1%
　

村民生活村民生活にに真真にに必要必要な　　　 な　　　 事業事業のの見極め見極めをを
平成29年度決算
認定

会　計　名 歳入 歳出 差額 決算の結果

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 13億9796万円 13億5492万円 4302万円 全員賛成

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 8245万円 8223万円 22万円 全員賛成

下 水 道 事 業 特 別 会 計 ７億4042万円 7億3690万円 352万円 全員賛成

農業集落排水事業特別会計 341万円 340万円 １万円 全員賛成

水 道 事 業 会 計 3億2277万円 2億7207万円 5070万円 全員賛成

特別会計・事業会計の決算額特別会計・事業会計の決算額

9
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で
の
5
日
間
に

わ
た
り
、認
定
第
1
号
か
ら
認
定
第
6
号

の
決
算
認
定
案
件
6
件
及
び
決
算
に
付

随
す
る
議
案
第
54
号
の
1
件
を
決
算
特

別
委
員
会
で
集
中
的
に
審
査
し
た
結
果
、

全
て
認
定
し
ま
し
た
。

議
案
で
は
特
別
職
の
職
員（
村
長
・
副

村
長
・
教
育
長
）の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
改
正
、嘱
託
職
員
の
勤
務
条
件
の
条
例

の
改
正
な
ど
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
は
９
議
員
が
行
い
、さ
ま
ざ

ま
な
角
度
か
ら
村
の
姿
勢
を
質
し
ま
し

た
。
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厳
し
い
財
政
運
営
が
続
く
状
況
下
で
の

村
政
運
営
は
大
変
厳
し
い
舵
取
り
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

将
来
負
担
率
が
年
々
増
加
し
て
い
る
の

は
地
方
債
現
在
高
の
増
加
が
主
な
要
因

で
、両
財
政
指
数
の
動
向
に
は
常
に
注
意

す
る
必
要
が
あ
る
。
貴
重
な
財
源
の
確
保

と
税
負
担
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、一
貫

し
た
姿
勢
の
も
と
関
係
各
課
が
連
携
し
て

情
報
の
共
有
化
と
徴
収
業
務
の
更
な
る
強

化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

厳
し
い
行
財
政
運
営
が
続
く
が
、公
共

施
設
な
ど
の
再
編
や
長
寿
命
化
、加
え
て

複
合
施
設
と
し
て
の
新
図
書
館
建
設
計
画

も
あ
る
の
で
早
め
の
議
論
と
中
・
長
期
的

な
計
画
づ
く
り
に
よ
る
平
準
化
し
た
予
算

規
模
に
よ
る
事
業
推
進
を
お
願
い
し
た
い
。

災害復旧費において、神城断層地震復旧工事終了に伴い、前年度比11
憶4516万5千円減。歳出総額は16.6％の減少となりました。

庁舎耐震改修や国体競技会場整備工事が終了した為、総務費で前年
度比5億3347万7千円の減となったことが特徴的でした。

歳  出
16.6% 減

��

早
め
の
議
論
と

早
め
の
議
論
と

中
・
長
期
計
画
で
平
準
化
を
…

中
・
長
期
計
画
で
平
準
化
を
…

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

民生費
17.9%

総務費
16.1%

土木費
16.5%

衛生費
15.9%

公債費
8.4%

教育費
7.0%

観光商工費
6.6%

農林業費 3.0%

消防費
3.7%

議会費 1.2% 災害復旧費
0.2%諸支出金 3.5%

一般会計

 62億1537万円
歳  出

庁舎管理や各種証明書発行、
選挙等にかかったお金

高齢者・障害者福祉、保育所、
児童手当等にかかったお金

除雪、道路補正、村営住宅等に
かかったお金

北アルプス広域連合へ
のごみ処理広域化推
進負担金、健康対策に
かかったお金

村の借金の返済に
かかったお金

学校教育、生涯学
習、スポーツ振興等
にかかったお金

山小屋修繕、観光振
興等にかかったお金

神城断層地震の仮設住
宅解体や飯森グラウン
ド復旧工事など消防・防
災にかかったお金

村民生活村民生活にに真真にに必要必要な　　　 な　　　 事業事業のの見極め見極めをを
厳しい財政運営が続く！厳しい財政運営が続く！
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今 年 は  ど う 変 わ る ？今 年 は  ど う 変 わ る ？

決 

算 

審 

査

村 の 予 算 は村 の 予 算 は正しく 使われたか正しく 使われたか
決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

決
算
特
別
委
員
会
審
査
報
告

　

決
算
特
別
委
員
会
は
、５
日
間
に
わ
た
り

平
成
29
年
度
決
算
状
況
を
、各
課
か
ら
説
明

を
受
け
な
が
ら
審
査
し
ま
し
た
。紙
面
の
関

係
で
す
べ
て
を
載
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
の
で
、主
だ
っ
た
質
疑
応
答
を
掲
載
し
ま

す
。将

来
負
担
率
が

将
来
負
担
率
が

上
昇
し
て
い
る
が

上
昇
し
て
い
る
が

 

総
務
課 

問
将
来
負
担
比
率
が
3
6
．2
％
と

な
っ
て
お
り
、第
５
次
総
合
計
画
の

Ｋ
Ｐ
Ｉ（
目
標
数
値
）は
30
％
に
対
し
て
上

回
っ
て
い
る
が
、将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的

な
負
債
に
対
し
て
対
応
で
き
る
か
。

答
早
期
健
全
化
基
準
に
は
ま
だ
ま
だ

余
裕
は
あ
る
。総
合
計
画
を
策
定
し

た
時
点
で
は
30
％
を
下
回
っ
て
い
た
。財
政

基
準
の
目
標
値
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、実

質
負
担
率
や
公
債
費
率
、財
政
力
指
数
な
ど

あ
り
、財
政
担
当
と
し
て
は
総
合
的
に
判
断

し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い
く
。

問
地
域
づ
く
り
推
進
事
業
が
22
件
し

か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
が
、そ
の
理

由
は
。答

書
類
作
成
な
ど
事
務
作
業
に
手
間

が
か
か
る
。区
に
よ
っ
て
は
単
年
度

で
は
な
く
予
算
を
貯
め
て
ま
と
め
て
大
き

く
事
業
を
や
り
た
い
な
ど
が
主
な
理
由
。改

善
策
と
し
て
集
落
支
援
員
に
事
務
の
補
助

し
て
も
ら
う
な
ど
し
て
い
る
。

課
税
誤
り
へ
の
対
応
は

課
税
誤
り
へ
の
対
応
は

 

税
務
課 

問
課
税
誤
り
が
あ
っ
た
場
合
、地
方
税

法
で
は
5
年
、村
の
要
綱
で
は
更
に

５
年
、つ
ご
う
10
年
さ
か
の
ぼ
っ
て
還
付
し

て
い
る
が
そ
の
内
容
は
。

答
５
年
よ
り
さ
か
の
ぼ
る
の
は
、事
務

的
に
瑕か

し疵
が
あ
っ
た
場
合
で
、今
回

は
住
宅
用
地
に
対
す
る
特
例
の
適
用
漏
れ

が
あ
り
、多
く
は
住
民
票
を
村
に
置
い
て
有

る
に
も
関
わ
ら
ず
、非
住
宅
と
い
う
こ
と
で

税
金
を
高
く
徴
収
し
て
い
た
ケ
ー
ス
。

検
診
事
業
の

検
診
事
業
の外

注
検
討
は

外
注
検
討
は

 

健
康
福
祉
課 

問
乳
幼
児
健
診
や
予
防
接
種
は
村
で

行
っ
て
お
り
、業
務
量
が
多
い
と
い

う
事
も
聞
い
て
い
る
が
、外
注
は
検
討
し
た
か
。

答
妊
婦
検
診
と
乳
幼
児
一
般
健
診
は

医
療
機
関
委
託
で
あ
る
。村
内
に
は

小
児
科
専
門
医
が
い
な
い
た
め
村
で
行
っ

て
い
る
。集
団
検
診
に
は
母
親
同
士
が
仲
良

く
な
る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
た
め
、外

注
の
試
算
や
検
討
は
し
て
い
な
い
。

給
食
生
ご
み

給
食
生
ご
み

た
い
肥
化
事
業
と
は

た
い
肥
化
事
業
と
は

 

住
民
課 

問
給
食
生
ご
み
堆
肥
化
事
業
の
内
容

は
。

答
共
同
調
理
場
な
ど
か
ら
給
食
調
理

で
出
た
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
い

く
事
業
で
あ
り
、業
者
へ
委
託
し
て
行
っ
て

い
る
。ゴ
ミ
を
減
ら
す
ポ
イ
ン
ト
は
生
ご
み

で
あ
り
、将
来
的
に
は
村
内
に
堆
肥
化
施
設

が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。新
共
同
調
理
場
に

業
務
用
生
ご
み
処
理
機
の
設
置
な
ど
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

小
水
力
発
電
の

小
水
力
発
電
の

売
電
収
入
は

売
電
収
入
は

 

農
政
課 

問
平
川
の
小
水
力
発
電
の
売
電
収
入

は
。

答
税
込
み
で
約
４
２
０
０
万
円
の
収

入
が
あ
っ
た
。発
電
量
は
１
２
０
万

キ
ロ
ワ
ッ
ト
。概
算
だ
が
約
４
０
０
０
万
円

が
土
地
改
良
区
の
収
入
と
な
り
、発
電
機
の

運
用
費
用
に
５
０
０
万
円
、２
０
０
０
万
円

が
維
持
管
理
積
立
へ
、１
５
０
０
万
円
は
建

設
改
良
へ
積
立
て
し
て
い
る
。

　

積
立
金
に
つ
い
て
は
、新
聞
報
道
に
も

あ
っ
た
よ
う
に
余
剰
資
産
に
該
当
す
る
こ

と
が
問
題
視
さ
れ
た
が
、現
状
で
は
合
計

５
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
積
立
金
で
、問
題
と

な
る
レ
ベ
ル
で
は
な
い
。

廃
川
敷
確
定
事
業
と
は

廃
川
敷
確
定
事
業
と
は

 

建
設
課 

問
大
楢
川
の
廃
川
敷
確
定
事
業
の
内

容
は
。

答
山
麓
区
内
の
大
楢
川
河
川
整
備
に

伴
い
、過
去
に
土
地
買
収
や
用
地
払

い
下
げ
が
あ
っ
た
。公
図
上
残
っ
て
い
る
廃

川
敷
の
筆
に
つ
い
て
は
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、

測
量
し
直
し
、公
有
地・
民
有
地
そ
れ
ぞ
れ

の
境
界
確
定
を
行
う
も
の
。

検診や予報接種だけではなく、様々な子育て支援の教室を開催。
写真は保健福祉ふれあいセンターでのもぐもぐ教室（離乳食教育）の様子
村が開催することにより、地元のお母さん同士が知り合いになるメリットもある。

執行状況をチェック執行状況をチェック
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今 年 は  ど う 変 わ る ？今 年 は  ど う 変 わ る ？

決 

算 

審 

査

村 の 予 算 は村 の 予 算 は正しく 使われたか正しく 使われたか
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
の

ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
の

赤
字
の
原
因
は

赤
字
の
原
因
は

 

観
光
課 

問
姫
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
路

面
改
修
の
進
捗
状
況
は
。

答
29
年
度
は
舗
装
工
事
１
２
０
ｍ
の

み
で
、こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
費
用

も
考
え
な
が
ら
専
門
家
の
意
見
を
取
入
れ

計
画
的
に
行
っ
て
い
く
。

問
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
元
気
号
は
９
０
０
万

円
の
赤
字
だ
が
予
算
付
け
は
適
正
か
。

答
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
事
業
の
二
次
交
通

を
補
う
か
た
ち
で
始
ま
っ
た
。も
と

も
と
運
行
経
費
は
１
人
乗
車
あ
た
り

１
０
０
０
円
取
ら
な
い
と
追
い
つ
か
な
い

状
況
に
あ
り
、赤
字
は
想
定
内
。外
国
人
の

利
用
だ
け
で
な
く
、日
本
人
に
も
利
用
可
能

な
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
。

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
が

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
が

多
く
な
っ
て
い
る
が

多
く
な
っ
て
い
る
が

 

教
育
課 

問
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
は
、前
年
度

と
比
較
し
て
多
く
な
っ
て
い
る
が

そ
の
理
由
は
。

答
幼
稚
園
の
保
育
料
の
減
免
に
対
し

て
、所
得
に
応
じ
て
補
助
し
て
い
く

も
の
で
、前
年
度
よ
り
補
助
枠
を
広
げ
た
た

め
対
象
人
数
が
増
え
増
額
と
な
っ
た
。補
助

金
額
の
基
準
は
文
科
省
が
定
め
た
も
の
を

適
用
。補
助
枠
を
増
や
し
た
理
由
は
、保
育

園
と
幼
稚
園
の
就
園
率
を
ほ
ぼ
半
々
に
す

る
こ
と
や
、待
機
児
童
を
つ
く
ら
な
い
た
め
。

あ
そ
び
の
教
室
の

あ
そ
び
の
教
室
の

参
加
者
減
の
理
由
は

参
加
者
減
の
理
由
は

 

子
育
て
支
援
課 

問
発
達
支
援
事
業
の「
あ
そ
び
の
教
室
」

の
参
加
人
数
が
減
少
し
た
理
由
は
。

答
小
集
団
で
の
遊
び
や
、子
供
の
発
達

に
関
す
る
親
の
勉
強
会
の
事
業
で

一
般
的
に
周
知
さ
れ
て
い
な
い
の
が
理
由

と
考
え
る
。今
後
は
障
害
を
持
っ
た
保
護
者

だ
け
で
は
な
く
、子
供
の
こ
と
に
つ
い
て
色
々

相
談
で
き
る
場
づ
く
り
と
し
て
行
っ
て
い
き
、

広
く
参
加
で
き
る
よ
う
努
め
て
行
き
た
い
。

ウ
イ
ン
グ

ウ
イ
ン
グ
2121
のの

雨
漏
り
状
況
は

雨
漏
り
状
況
は

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

問
ウ
イ
ン
グ
21
ア
リ
ー
ナ
の
現
在
の

雨
漏
り
の
状
況
と
修
繕
状
況
は
。

答
原
因
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、上
屋
根

の
平
ら
な
部
分
が
雪
に
押
さ
れ
、へ

こ
ん
だ
箇
所
に
雨
水
が
た
ま
り
、そ
こ
か
ら

漏
れ
る
こ
と
が
解
っ
た
。修
繕
は
業
者
と
相

談
し
な
が
ら
対
応
す
る
。

問
青
鬼
地
区
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

事
業
に
つ
い
て
、観
光
施
策
と
の
整

合
性
や
今
後
の
計
画
は
。

答
こ
れ
ま
で
に
何
回
か
地
元
民
と
観
光

客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
こ
と
は

聞
い
て
い
る
。集
落
支
援
員
を
配
し
て
地
区

と
調
整
し
て
い
る
。村
も
事
業
導
入
以
来
大

き
な
投
資
を
し
て
い
る
の
で
、地
元
に
理
解

を
求
め
な
が
ら
観
光
名
所
に
し
て
い
き
た
い
。

※�

上
下
水
道
課
に
つ
い
て
は
、質
疑
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

特
別
会
計
決
算
は

特
別
会
計
決
算
は

す
べ
て
問
題
な
し

す
べ
て
問
題
な
し

〇〇  

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算

入
歳
出
決
算

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

〇〇  

後後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
決
算

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

〇〇  

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

質
疑
で
不
能
欠
損
額
の
内
容
に
つ
い
て

の
資
料
提
供
を
要
求
し
、内
容
を
確
認・
審

査
し
た
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

〇〇  

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算

出
決
算

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

○○  

水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

水
道
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

○○  

議
案
第

議
案
第
5454
号　
水
道
事
業
会
計　
未
処

号　
水
道
事
業
会
計　
未
処

分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

分
利
益
剰
余
金
の
処
分
に
つ
い
て

　
決
算
に
よ
り
生
じ
た
余
剰
金
５
１
７
７
万

円
あ
ま
り
の
内
、３
０
０
０
万
円
を
建
設
改

良
積
立
金
に
、２
０
０
０
万
円
を
利
益
積
立

金
に
そ
れ
ぞ
れ
積
み
立
て
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛
成
に
よ

り
原
案
の
と
お
り
認
定

残念ながらウイング21は建設以来雨漏りが続いている。
抜本的な対策の必要性と、公共事業における設計・監理

の大切さが問われる。

貴重な貴重な
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総
務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
に
基
づ

く
改
正
。給
与
所
得
控
除
及
び
公
的

年
金
控
除
額
を
一
律
10
万
円
引
き

下
げ
、基
礎
控
除
の
控
除
額
を
10
万

円
引
き
上
げ
る
と
い
う
も
の
。ま
た
、

た
ば
こ
税
を
３
年
に
分
け
て
60
円

引
き
上
げ
る
の
が
主
な
も
の
。

問
今
回
の
税
制
改
革
で
試
算

を
し
た
か
。

答
個
人
住
民
税
は
少
し
減
少

す
る
程
度
。

▽
委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
55
号
）
号
）

��

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
０
２
３
万

４
千
円
を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
、63
億
４
５
２
１
万
６
千

円
と
す
る
も
の
。

 

総
務
課
関
係 

　

業
務
委
託
料
１
７
２
万
８
千

円
の
増
額
は
、会
計
年
度
任
用
職

員
の
制
度
化
に
伴
う
例
規
の
整

備
及
び
制
度
の
構
築
等
。ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
白
馬
の
備
品
購
入
費

１
２
９
万
６
千
円
の
増
額
、ふ
る

さ
と
納
税
報
償
費
５
０
０
万
円

の
増
額
。移
住・
交
流・
集
落
支
援

事
業
は
支
援
員
の
減
員
に
伴
い

2
8
8
万
3
千
円
の
減
額
。

問
当
初
予
算
で
80
万
円
計
上

し
て
い
る
姉
妹
都
市
提

携
事
業
の
増
額
理
由
は
。

答
当
初
は
姉
妹
都
市
提
携
35

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

桜
の
時
期
に
行
く
予
定
で
計
上
。

今
回
の
補
正
は
、河
津
町
の
方
か

ら
60
周
年
記
念
の
ふ
れ
あ
い
祭
り

に
参
加
依
頼
が
あ
り
計
上
。

問
現
在
の
臨
時
、嘱
託
職
員

と
会
計
年
度
任
用
職
員

は
何
が
違
う
の
か
。

答
今
回
の
法
律
の
改
正
は
、

全
国
的
に
臨
時
、嘱
託
職

員
が
増
加
し
て
い
る
中
、正
規
職

員
以
外
の
職
員
の
法
律
の
規
定
が

明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、国

が
整
理
見
直
を
し
た
。今
後
は
、定

期
昇
給
、賞
与
及
び
雇
用
試
験
の

仕
方
等
大
幅
な
例
規
整
理
が
必
要

な
た
め
。

問
業
務
委
託
費
１
７
２
万
円

の
内
容
は
。

答
村
の
非
正
規
職
員
の
雇
用

状
況
を
委
託
業
者
と
共

有
し
例
規
整
理
を
行
う
た
め
。

 

住
民
課
関
係 

　
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
21
万
円
増

額
は
、シ
ス
テ
ム
改
修
に
伴
う
も
の
。

 

健
康
福
祉
課
関
係 

　

心
身
障
害
者
福
祉
事
業

17
万
２
千
円
の
増
額
は
、福
祉
法

改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費
。

問
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
先
進
地

視
察
は
ど
こ
か
。

答
茨
城
県
東
海
村
を
予
定
。

車
両
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を

置
き
、地
図
情
報
を
用
い
て
セ
ン

タ
ー
と
交
信
し
時
間
の
短
縮
と
効

率
化
を
図
っ
て
い
る
。

舗
装
工
事
の
変
更
に
伴
い

舗
装
工
事
の
変
更
に
伴
い

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設

事
業
事
業
3
2
4

3
2
4
万
円
増
額
　

万
円
増
額
　

 

教
育
課
関
係 

　

白
馬
高
校
支
援
事
業
の
講
師
の

報
酬
等
に
５
２
８
万
9
千
円
の
増

額
。舗
装
工
事
の
変
更
な
ど
に
伴

う
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業

に
３
２
４
万
8
千
円
の
増
額
。

問
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
と
の
間
は
日

陰
に
な
り
、舗
装
す
べ
き
で
は
。

答
調
整
が
可
能
で
あ
れ
ば
、

考
え
て
い
き
た
い
。

問
舗
装
工
事
を
な
ぜ
細
分
化

し
て
転
圧
工
事
ま
で
の

予
算
化
に
し
た
の
か
。

答
30
年
度
に
備
品
等
の
購
入
事

業
が
あ
る
た
め
、起
債
を
す
る
時
に
建

設
工
事
が
入
っ
て
い
な
い
と
備
品
等

の
起
債
に
充
て
ら
れ
な
い
か
ら
あ
え

て
舗
装
工
事
を
後
に
し
た
。

問
小
学
校
の
給
食
セ
ン
タ
ー

の
廃
品
備
品
は
多
目
的

ホ
ー
ル
で
使
用
で
き
な
い
か
。

答
廃
品
は
業
者
に
処
分
さ
せ

る
、多
目
的
で
使
え
る
か

は
総
務
課
と
相
談
す
る
。

 

子
育
て
支
援
課
関
係 

　

し
ろ
う
ま
保
育
園
運
営
事
業

１
５
１
万
３
千
円
の
増
額
は
、村

外
保
育
園
の
入
所
に
伴
う
委
託
料

及
び
エ
ア
コ
ン
の
設
置
等
。幼
稚

園
就
園
奨
励
事
業
１
０
８
万
６
千

円
の
増
額
は
、申
請
園
児
の
増
加

に
伴
う
も
の
。

問
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
の

増
額
は
、ほ
ぼ
す
べ
て
の

園
児
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
の
か
。　

答
75
名
中
60
名
約
８
割
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係 

　

図
書
館
事
業
98
万
９
千
円
の
増

額
は
、有
識
者
会
議
の
旅
費
及
び

図
書
館
玄
関
の
修
理
等
。

問
現
在
の
図
書
館
の
後
利
用

は
。ま
た
、今
の
図
書
館
の

修
繕
は
最
小
限
に
す
べ
き
で
は
。

答
現
時
点
で
は
計
画
が
な
い

が
、個
別
計
画
で
考
え
る
。

今
回
の
修
理
は
タ
イ
ル
の
破
損
が

広
が
ら
な
い
よ
う
最
小
限
の
修
繕
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特

別
会
計
補
正
予
算（
第

別
会
計
補
正
予
算（
第
11
号
）
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
０
６
４
万

８
千
円
を
増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
、11
億
４
７
６
４
万
８
千
円

と
す
る
も
の
。療
養
給
付
費
負
担
金

等
償
還
金
の
精
算
が
主
な
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算（
第

補
正
予
算（
第
11
号
）
号
）

　
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
21
万
円
を

増
額
し
、歳
入
歳
出
予
算
総
額
を

８
９
５
１
万
円
と
す
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

陳
情
第

陳
情
第
66
号　

私
立
高
校
に

号　

私
立
高
校
に

対
す
る
公
費
助
成
を
お
願
い

対
す
る
公
費
助
成
を
お
願
い

す
る
陳
情
書

す
る
陳
情
書

　
公
立
高
校
と
の
学
費
格
差
を
な

く
し
、公
教
育
の
一
翼
を
担
う
私

学
振
興
の
た
め
に
、私
立
高
校
へ

の
就
学
支
援
制
度
の
拡
充
、経
常

費
補
助
の
増
額
及
び
施
設
、設
備

費
の
補
助
を
求
め
る
陳
情
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
採
択
。

総 

務 

社 

会

完成が待たれる学校給食センター
（30 年 10 月 12 日撮影）

臨 時 ・ 嘱 託 職 員 を 会 計 年 度 任 用 職 員 へ臨 時 ・ 嘱 託 職 員 を 会 計 年 度 任 用 職 員 へ
雇用制度改正の例規整備等に 172 万円雇用制度改正の例規整備等に 172 万円
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産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

●
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）

 
農
政
課
関
係 

　

ほ
場
整
備
等
負
担
金
１
７
５
万

円
の
減
額
。
30
年
度
当
初
に
、県

で
の
事
業
費
を
８
千
万
円
で
計

上
し
て
い
た
が
、国
か
ら
県
に
対

し
て
１
千
万
円
減
額
配
分
に
な

り
、地
元
負
担
金
１
７
５
万
円
を

減
額
。減
額
分
１
千
万
円
は
土
地

改
良
区
か
ら
繰
入
れ
に
な
り
、事

業
費
７
千
万
円
の
1
2
．
5
％
、

８
７
５
万
円
を
新
た
に
土
地
改
良

区
受
益
者
負
担
金
と
し
て
計
上
。

　

地
域
用
水
機
能
増
進
事
業
修
繕

費
、13
万
１
千
円
の
増
額
。木
流
川

駐
車
場
近
く
の
木
道
に
破
損
個
所

が
あ
り
、木
流
川
春
の
観
察
会
で

危
険
が
な
い
よ
う
、他
の
科
目
よ

り
流
用
し
、緊
急
に
対
応
し
た
も

の
と
、ビ
オ
ト
ー
プ
近
く
の
木
道

の
改
修
費
。

　

有
害
鳥
獣
被
害
対
策
事
業
は
電

柵
の
購
入
費
用
21
万
２
千
円
の
増

額
で
、貸
し
出
し
て
い
る
。現
年
発

生
農
地
農
林
施
設
災
害
復
旧
費
の

９
４
５
万
円
の
増
額
は
、７
月
の

豪
雨
に
よ
る
農
地
災
害
復
旧
費
用
。

問
電
柵
の
貸
し
出
し
た
地

区
は
。

答
佐
野
・
三
日
市
場
・
飯
森

地
区
等
。

問
農
地
災
害
の
地
籍
は
。

答
飯
田
、堀
之
内
、三
日
市

場
で
各
地
区
３
ヶ
所
。

 

建
設
課
関
係 

　
７
月
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
撤
去

と
水
路
維
持
に
関
わ
る
費
用
に
、

１
９
０
万
２
千
円
の
増
額
。

　
７
月
の
豪
雨
に
よ
る
災
害
復
旧

工
事
費
に
２
８
８
１
万
円
の
増
額
。

問
災
害
復
旧
工
事
の
場
所

は
。

答
花
園
と
日
向
大
右
左
の

２
ヶ
所
。

 

観
光
課
関
係 

　

雪
害
に
よ
る
頂
上
宿
舎
従
業

員
棟
の
屋
根
、
女
子
部
屋
天
井

及
び
診
療
室
壁
等
の
修
繕
工
事

費
に
１
５
１
万
円
の
増
額
。
頂

上
宿
舎
従
業
員
棟
雪
害
修
繕
に

２
２
１
万
４
千
円
と
、頂
上
宿

舎
本
館
窓
修
繕
に
60
万
４
８
０

円
の
合
計
か
ら
、八
方
池
山
荘

の
外
壁
修
繕
の
先
送
り
に
よ
る

１
３
０
万
４
９
１
０
円
の
減
額
。

商
工
振
興
費
の
３
０
０
万
円
は
信

用
保
証
協
会
保
証
料
補
給
負
担
金

が
不
足
し
て
い
る
た
め
の
増
額
。

事
業
展
開
資
金
、地
域
活
性
化
資

金
の
大
き
な
申
し
込
み
が
あ
っ
た

こ
と
が
原
因
。

問
外
国
人
に
対
す
る
補
償

金
か
。

答
日
本
人
に
対
す
る
も
の
で
、

外
国
人
を
見
込
ん
だ
宿
泊

施
設
へ
の
大
型
投
資
。今
年
８
月

ま
で
に
10
件
で
融
資
額
２
億
80
万

円
、補
償
額
５
１
５
万
３
９
２
５
円

の
申
請
が
あ
り
、増
額
し
た
も
の
。

 

上
下
水
道
課
関
係 

　
平
成
29
年
度
の
下
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
の
確
定
に
よ
る

１
７
７
万
９
千
円
の
減
額
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に

28
万
４
千
円
を
追
加
し
、歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
９
億
6
5
3
万
５
千

円
と
す
る
も
の
。

　

一
般
会
計
繰
入
金
の
確
定
に
よ

り
1
7
7
万
９
千
円
の
減
額
。

　

下
水
道
費
一
般
管
理
費
の
指
定

工
事
店
保
証
還
付
金
８
万
９
千
円

の
増
額
。下
水
道
工
事
の
指
定
工

事
店
１
社
の
廃
止
に
よ
る
も
の
。

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

●●  

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

２
号
）

２
号
）

　

水
道
事
業
収
益
に
収
益
的
収
入

の
営
業
収
益
に
20
万
６
千
円
を
追

加
し
２
億
７
３
０
０
万
円
、二
股
浄

水
場
発
生
汚
泥
溶
室
試
験
検
査
業

務
費
用
で
二
股
浄
水
場
の
プ
ー
ル

２
槽
の
汚
泥
を
調
査
す
る
も
の
。　

▽ 

委
員
長
を
除
く
委
員
全
員
の
賛

成
に
よ
り
可
決
。

産 

業 

経 

済

7 月の豪雨で崩れ落ちた飯田区の農地

７ 月 豪 雨 に よ る 災 害 復 旧 工 事 費７ 月 豪 雨 に よ る 災 害 復 旧 工 事 費
2881 万円増額を可決2881 万円増額を可決
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理
事
者
の
給
与
改
正

修
正
案
・
質
疑

討
　
論

62
号	

特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
者
の

	
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

	
改
正
す
る
条
例

�

原
案
に
賛
成

�

修
正
案
に
賛
成

�

修
正
案
と
理
由

�

質
疑

�

質
疑

理
事
者
の
給
与
改
正
の
内
容

村
長
は

80
万
円
を
69
万
６
千
円
に
、

副
村
長
は

65
万
8
千
円
を
59
万
１
千
円
に
、

教
育
長
は

58
万
７
千
円
を
51
万
９
千
円
に

す
る
も
の
で
、平
成
30
年
９
月

１
日
か
ら
適
用
。

質
問
者 

横
田
孝
穂 

議
員

問
今
後
４
年
で
村
長
は
３
８
８
万

円
の
増
額
。副
村
長
、教
育
長
は
減

額
に
な
る
。報
酬
審
議
委
員
は
こ
の

事
実
を
承
知
し
て
い
た
か
。　　

答
増
え
る
、減
る
と
い
う
よ
う
な

計
算
を
し
て
示
し
て
は
い
な
い
。

問
現
在
、村
長
は
観
光
局
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
代
表
を
や
め
て
お

り
、給
与
の
減
額
を
す
べ
き
と
の
声

も
あ
る
が
、ど
う
考
え
る
か
。　　

答�

村
長�

報
酬
審
議
会
の
意
見
を

尊
重
し
、条
例
改
正
を
行
い
た
い
。

加
藤
亮
輔 

議
員

村
長
の
給
料
月
額
を
平
成
32
年

９
月
30
日
ま
で
62
万
６
４
０
０

円
に
修
正
す
る
。
こ
の
改
正
で

は
特
別
職
の
給
与
は
減
額
改

正
に
な
っ
て
い
る
が
、実
際
は

附
則
で
村
長
職
60
万
円
の
支

給
が
69
万
６
千
円
に
な
り
、月

額
で
は
9
万
6
千
円
の
増
額

に
な
る
。

今
、村
は
新
た
な
観
光
財
源

確
保
の
審
議
中
で
、村
民
及
び

観
光
客
に
も
負
担
が
発
生
す
る

か
も
し
れ
な
い
状
況
の
中
、一

回
で
他
自
治
体
並
み
に
引
き
上

げ
る
の
に
、村
民
の
同
意
を
得

る
の
は
難
し
い
。
ま
た
検
討
委

員
の
方
々
に
と
っ
て
も
給
与
増

額
問
題
は
失
礼
な
話
で
、２
年

間
は
62
万
６
４
０
０
円
に
す
る

提
案
。

丸
山
勇
太
郎 

議
員

特
別
職
の
給
与
は
、平
成
16
年
度
来
附
則

で
自
主
的
に
減
額
し
て
き
た
も
の
を
、類
似

自
治
体
並
み
に
本
俸
を
改
め
、本
則
で
そ
れ

を
規
定
す
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
適
切
な
措

置
。た

だ
し
、村
長
の
み
獲
得
給
与
総
額
が
、

改
正
前
よ
り
数
百
万
円
上
回
る
こ
と
に
つ

い
て
、同
一
政
権
期
間
内
か
つ
観
光
財
源
検

討
中
な
ど
の
住
民
感
情
を
考
慮
し
、そ
れ
に

見
合
っ
た
働
き
を
す
る
な
ら
ば
、待
望
さ
れ

る
観
光
局
代
表
理
事
へ
の
就
任
。
加
え
て
一

定
期
間
・
一
定
額
を
再
度
附
則
に
て
自
主
的

に
減
額
す
る
こ
と
が
正
し
い
措
置
。

横
田
孝
穂 

議
員

今
回
の
改
正
案
で
は
、結
果
的
に
村

長
の
今
後
４
年
間
の
報
酬
並
び
に
退
職

金
の
合
計
は
、3
8
8
万
３
千
円
の
増

額
に
な
る
計
算
。
今
、村
の
財
源
も
乏

し
い
中
、観
光
財
源
と
し
て
新
た
な
負

担
を
村
民
に
求
め
よ
う
と
検
討
の
最
中
。

ま
た
、村
長
は
観
光
局
の
代
表
理
事

や
社
会
福
祉
協
議
会
の
代
表
な
ど
を
や

め
て
、副
村
長
に
そ
れ
を
兼
務
さ
せ
て

お
り
村
長
の
業
務
と
な
っ
て
い
な
い
。

現
在
は
報
酬
を
下
げ
る
べ
き
と
の
意

見
も
あ
り
、村
民
感
情
を
考
慮
し
10
％

カ
ッ
ト
の
修
正
案
に
賛
成
。

伊
藤
ま
ゆ
み 

議
員

給
与
改
定
は
大
事
な
議
案
。
追
加
議

案
で
な
く
議
会
初
日
に
上
程
す
べ
き
。

村
長
給
与
は
大
幅
に
増
額
さ
れ
る
が

副
村
長
も
教
育
長
も
減
額
。
交
付
税
は

今
後
減
ら
さ
れ
、厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
。
観
光
財
源
検
討
委
員
会
は
、
そ

う
い
っ
た
国
の
方
針
を
見
越
し
た
自
主

財
源
確
保
の
た
め
。

加
え
て
村
長
公
約
の
新
・
道
の
駅
や

図
書
館
の
建
設
も
控
え
る
中
、首
長
自

ら
の
給
与
を
上
げ
る
こ
と
に
対
し
、住

民
が
納
得
で
き
る
正
当
な
理
由
が
な
い
。

よ
っ
て
修
正
案
に
賛
成
。

津
滝
俊
幸 

議
員

原
案
に
つ
い
て
賛
成
。
今
ま
で

は
村
長
の
任
期
ご
と
に
減
額
規
定

を
設
け
行
っ
て
き
た
。
今
回
の
条

例
改
正
は
任
期
ご
と
の
規
定
で
は

な
く
行
う
も
の
。
金
額
に
つ
い
て

は
報
酬
審
議
会
を
経
て
決
定
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
根
拠
に
つ

い
て
も
、当
村
同
規
模
の
人
口
の

町
村
や
公
の
団
体
、大
北
管
内
の

町
村
と
も
比
較
し
て
何
の
遜
色
な

い
額
と
な
っ
て
お
り
、条
例
改
正

は
妥
当
と
考
え
て
賛
成
す
る
も
の
。

質
問
者 

丸
山
勇
太
郎 

議
員

問
修
正
案
が
附
則
の
み
の
場
合
、

行
政
側
原
案
の
本
則
別
表
の
減

額
改
正
は
し
な
く
て
よ
い
の
か
。

答
本
則
別
表
は
そ
の
ま
ま
で
良

い
。
別
表
を
認
め
た
上
で
、附
則

で
２
年
間
10
％
カ
ッ
ト
す
る
と

い
う
案
。

問
修
正
案
の
採
決
が
先
で
そ
の

後
が
原
案
の
採
決
。お
か
し
く
な

る
が
。

答
調
べ
た
結
果
、原
案
と
修
正
動

議
と
一
緒
に
議
論
す
る
と
い
う

こ
と
で
提
案
し
た
。

問
こ
れ
は
行
政
執
行
部
が
自
ら

や
る
こ
と
で
は
な
い
か
。

答
そ
れ
が
良
い
が
、早
く
手
を

打
っ
た
方
が
良
い
と
判
断
し
あ

え
て
出
し
た
。

質
問
者 

津
滝
俊
幸 

議
員

問
副
村
長
と
教
育
長
は
な
ぜ

対
象
と
し
な
い
の
か
。

答
す
で
に
減
額
に
な
っ
て
い

る
か
ら
。

問
減
額
期
間
の
２
年
間
と
す

る
理
由
や
10
％
の
減
額
の
根
拠

は
。

答
数
回
に
分
け
て
他
自
治
体

と
同
額
程
度
に
す
べ
き
で
あ
る

た
め
。

問
財
源
不
足
と
す
る
な
ら
２

年
間
で
は
な
く
、な
ぜ
任
期
４

年
と
し
な
い
の
か
。

答
観
光
財
源
を
執
行
す
る
の

に
後
２
年
程
度
か
か
る
。ま
た

現
議
員
在
職
中
に
検
討
が
可
能

で
あ
る
た
め
。
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質
問
者 

横
田
孝
穂 

議
員

問
今
後
４
年
で
村
長
は
３
８
８
万

円
の
増
額
。副
村
長
、教
育
長
は
減

額
に
な
る
。報
酬
審
議
委
員
は
こ
の

事
実
を
承
知
し
て
い
た
か
。　　

答
増
え
る
、減
る
と
い
う
よ
う
な

計
算
を
し
て
示
し
て
は
い
な
い
。

問
現
在
、村
長
は
観
光
局
や
社
会

福
祉
協
議
会
の
代
表
を
や
め
て
お

り
、給
与
の
減
額
を
す
べ
き
と
の
声

も
あ
る
が
、ど
う
考
え
る
か
。　　

答�

村
長�

報
酬
審
議
会
の
意
見
を

尊
重
し
、条
例
改
正
を
行
い
た
い
。

件　名　（要　旨） 議決結果

白馬村税条例の一部を改正する条例について（個人村民税の非課税範囲、たばこ税の改正等）

可決
賛成:全員

平成29年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について（剰余金を建設改良積立金と利益積立金に
積み立てる）
平成30年度白馬村一般会計補正予算（第４号）（ふるさと納税報償、白馬高校支援事業、各課の事業補正及び７
月の豪雨災害の農業用施設、土木施設等の補正）
平成30年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）　（療養給付費負担金の国庫金等返納分
を補正）

平成30年度白馬村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）　（徴収費の電算機器借上料を補正）

平成30年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第１号）　（浄化センター備品及び指定工事店保証還付金を
補正）

平成30年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号）　（二股浄水場発生汚泥溶出試験検査業務委託料の補正）

平成29年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について

承認
賛成:全員

平成29年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度白馬村下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

平成29年度白馬村水道事業会計決算認定について

追加議案　（要　旨）

物品の取得について　（給食配送車２台購入）
可決

賛成:全員白馬村嘱託職員の任用及び勤務条件等に関する条例の一部を改正する条例について　（嘱託職員の報酬月額
を増額）

白馬村特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を改正する条例について（理事者の給料を減額） 可決
反対：伊藤、横田、加藤

白馬村歴史的古民家設置条例の一部を改正する条例について　（解体による庄屋まるはち土蔵を設置条例か
ら削除） 可決

賛成:全員
教育委員会委員の任命について　（西澤みどり氏に再任命）	 	

発 議 ・ 発 意

発委：総務社会委員長　私立高校に対する公費助成に関する意見書 採択
賛成：全員

●● 9 月 定 例 会 　 議 決 結 果 ●●

提出者 住所 要　　旨 付託委員会 審査結果

中信地区私学助成推進協議会
会長　手塚貴雄

松本市 私立高校に対する公費助成をお願いする陳情書 総務社会委員会
採択

賛成：全員

件　名　（要　旨） 議決結果

平成30年度白馬村一般会計補正予算（第３号）の専決処分報告について（村議会議員補欠選挙事業
費の補正専決）

承認	
賛成：全員

平成30年度白馬村一般会計補正予算（第４号）（木質バイオマス資源・設備可能性調査委託及び7月
豪雨災害復旧の補正）

可決	
反対：太谷・丸山・田中麻・横田

●● 陳 情 等 文 書 ●●

●● 8 月 1 5 日 臨 時 会 　 議 決 結 果 ●●

議
決
結
果
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一般質問一般質問 （紙面の都合上、質問者本人が要約し掲載しています）

村村
 政 政をを問問うう

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・支援ルームの自由利用日の拡充を……… 11
・世界水準のまちづくりビジョンとは…… 12
・道路や河川の草刈りは…………………… 13
・新たな副村長の選任時期は……………… 14
・村長 2 期目の重要課題は ………………… 15

・給食費無償化が全国で拡大しているが… 16
・外国籍所有の宿泊施設の軒数は………… 17
・選挙戦で発言にブレがあったのでは…… 18
・観光地経営計画は実行段階にあるのか… 19

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。臨場感ある本会議での傍聴
をお待ちしています。

臨場感ある本会議での傍聴を臨場感ある本会議での傍聴を
お待ちしています。お待ちしています。

新しいグラウンドで、声高らかに選手宣誓！ 
スポーツ振興くじの助成を受けて無事完成した南部グラウンドで、10 月 8 日（体育の日）
に第 20 回ソフトボール選手権大会を開催。女性参加者 3 名を含む 6 チームが参加し、熱

戦を繰り広げた。

質問内容

答

問問 自治基本条例の
　制定の可能性や
         考えは
現時点で条例の現時点で条例の
　制定は考えていない　制定は考えていない

【
多
様
な
民
意
が
反
映
さ
れ
る

村
政
を
目
指
し
て
】

問
村
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を

村
民
が
抱
く
た
め
に
は「
お

任
せ
民
主
主
議
」か
ら
の
脱
却
、住
民

自
治
力
の
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。住
民
主
体
の
自
治
基
本
条
例
の

制
定
の
可
能
性
や
考
え
は
。

答
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
、他
の
条
例
や

法
令
と
の
整
合
性
も
検
証
す
る
必
要

が
あ
り
、現
時
点
で
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問
自
治
基
本
条
例
は
、自
治
の

主
体
を
市
民
と
規
定
し
、住

民
や
地
域
の
自
治
組
織
が
自
治
体
の

事
業
立
案
に
参
加
す
る
権
利
や
住
民

投
票
制
度
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
と

さ
れ
て
い
る
。住
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
と
い
う
意
味
で
、自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、な
ぜ
検
討
す
る
余
地
も
な
い
の
か
。
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【
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
子
育

て
支
援
】

問
子
育
て
支
援
ル
ー
ム
は
、屋

内
で
遊
べ
る
施
設
が
少
な
い

本
村
に
お
い
て
貴
重
な
遊
び
の
場
と

な
っ
て
い
る
。更
に
利
用
し
や
す
く

す
る
た
め
に
飲
食
可
能
な
部
屋
の
創

設
を
求
め
る
声
が
あ
る
が
、村
の
考
え

は
。答

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
重

視
し
て
、お
昼
は
一
旦
家
に

帰
り
お
昼
寝
を
し
て
か
ら
再
度
出
て

き
て
も
ら
う
と
い
う
案
内
を
し
て
い

る
。問

子
ど
も
は
日
々
全
く
同
じ
リ

ズ
ム
で
は
な
い
の
で
、村
の

規
定
に
子
ど
も
達
を
合
わ
せ
る
の
は

今
の
時
代
に
は
合
わ
な
い
の
で
柔
軟

な
対
応
が
求
め
ら
れ
る
。さ
ら
に
現

在
土
日
な
ど
の
自
由
利
用
が
で
き
な

い
日
の
解
放
に
つ
い
て
も
求
め
る
声

が
あ
る
が
、村
の
考
え
は
。

答
自
由
利
用
の
部
屋
は
保
育
士

が
一
切
顔
を
出
さ
な
く
て
も

い
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、安
全
管

理
上
や
施
錠
の
こ
と
な
ど
を
検
討
す

れ
ば
可
能
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。現
場
と
調
整
し
て
、で
き
る
こ
と

な
ら
ば
実
行
し
て
い
き
た
い
。

問
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
預
か

り
時
間
の
拡
充
に
つ
い
て
、

村
外
に
通
勤
し
て
い
る
保
護
者
や
保

育
園
の
預
か
り
時
間
と
の
整
合
性
を

考
え
、せ
め
て
開
始
を
８
時
に
し
て
ほ

し
い
と
の
声
が
あ
る
が
、村
の
考
え
は
。

答
近
隣
の
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所

時
間
を
見
て
も
朝
８
時
か
ら

夕
方
６
時
あ
る
い
は
６
時
半
と
い
う

と
こ
ろ
が
増
え
て
い
る
。

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
は
常
時
２

人
の
指
導
員
が
い
な
き
ゃ
い
け
な
い

と
い
っ
た
制
約
も
あ
る
が
、人
的
補
助

も
含
め
て
今
後
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

答

問問 自治基本条例の
　制定の可能性や
         考えは
現時点で条例の現時点で条例の
　制定は考えていない　制定は考えていない

【
多
様
な
民
意
が
反
映
さ
れ
る

村
政
を
目
指
し
て
】

問
村
に
対
す
る
誇
り
と
愛
着
を

村
民
が
抱
く
た
め
に
は「
お

任
せ
民
主
主
議
」か
ら
の
脱
却
、住
民

自
治
力
の
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。住
民
主
体
の
自
治
基
本
条
例
の

制
定
の
可
能
性
や
考
え
は
。

答
自
治
基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、

そ
の
必
要
性
、他
の
条
例
や

法
令
と
の
整
合
性
も
検
証
す
る
必
要

が
あ
り
、現
時
点
で
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
考
え
て
い
な
い
。

問
自
治
基
本
条
例
は
、自
治
の

主
体
を
市
民
と
規
定
し
、住

民
や
地
域
の
自
治
組
織
が
自
治
体
の

事
業
立
案
に
参
加
す
る
権
利
や
住
民

投
票
制
度
な
ど
に
つ
い
て
定
め
る
と

さ
れ
て
い
る
。住
民
の
声
を
反
映
さ

せ
る
と
い
う
意
味
で
、自
治
基
本
条
例

を
制
定
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
る

が
、な
ぜ
検
討
す
る
余
地
も
な
い
の
か
。

答
自
治
基
本
条
例
は
自
治
体
に

お
け
る
憲
法
と
位
置
づ
け
て

い
る
自
治
体
も
あ
り
、行
政
側
よ
り
住

民
側
の
声
と
し
て
意
見
の
盛
り
上
が

り
が
そ
の
議
論
を
す
る
前
段
と
し
て

必
要
で
あ
る
。

問
外
国
人
居
住
者
で
選
挙
権
が

な
い
た
め
、政
策
の
議
論
は
差

し
控
え
る
と
い
っ
た
声
も
あ
っ
た
。約

７
%
の
外
国
人
居
住
者
の
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
す
る
権
利
を
規
定
す
る
こ
と

が
大
事
だ
と
考
え
る
が
、村
の
考
え
は
。

答
外
国
人
代
表
の
H
I
B
A
注

の
会
と
１
年
に
１
回
懇
談
を

し
て
い
る
。ニ
ー
ズ
の
把
握
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

注
：��

H
I
B
A
　
ハ
ク
バ
・
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ソ
シ
エ
ー

シ
ョ
ン

支
援
ル
ー
ム
の
自
由
利
用
日
の
拡
充
を

現
場
と
調
整
し
て
実
行
し
て
い
き
た
い

現
場
と
調
整
し
て
実
行
し
て
い
き
た
い

答 問問

田中麻乃 議員

鳴門市ＨＰより。自治基本条例は、市民が主役のまちづくり、自治体の運営全般に関して、
その理念や原則、制度を定めたものであり、「まちづくりの憲法」とも呼ばれ、自治体に

おいて最高規範性を持つ条例です。わかりやすい絵で解説している。
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【
世
界
水
準
に
す
る
た
め
の
ま

ち
づ
く
り
の
具
体
的
ビ
ジ
ョ

ン
】問

村
長
が
日
頃
発
言
す
る
世
界

水
準
の
滞
在
型
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
に
す
る
た
め
の
行
政
の
役
割
り
と

ビ
ジ
ョ
ン
、こ
の
村
の
足
り
な
い
と
こ

ろ
、そ
の
不
備・
不
足
を
補
う
た
め
に

行
政
が
果
た
す
べ
き
施
策
は
何
か
。

答
リ
ゾ
ー
ト
地
と
観
光
地
は
明

確
に
違
う
。リ
ゾ
ー
ト
地
は

理
想
的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
供

で
き
る
エ
リ
ア
。心
地
よ
さ
と
賑
わ

い
を
も
た
ら
す
空
間
。本
村
は
、建
物

な
ど
の
全
体
的
佇
ま
い
、耕
作
放
棄
地

の
存
在
な
ど
、世
界
水
準
ま
で
の
ハ
ー

ド
ル
は
高
く
、行
政
の
意
識
も
不
足
し

て
い
る
。

　

世
界
水
準
に
一
気
に
は
引
き
上
げ

ら
れ
な
い
が
、取
り
掛
か
れ
る
と
こ
ろ

か
ら
取
り
掛
か
り
、常
に
世
界
を
意
識

し
た
施
策
の
継
続
が
大
事
。様
々
な

意
見
を
聞
き
賑
わ
い
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
し
た
い
。

問
村
内
の
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に

誘
導
す
れ
ば
い
い
と
考
え
る

か
。答

ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
と
言
え
る「
立
地
適

正
化
計
画
」を
策
定
し
、誘
導
区
域
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問
駅
前
か
ら
の
県
道
白
馬
岳
線

沿
い
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア

シ
ョ
ッ
プ
が
相
次
い
で
進
出
し
た
。

こ
の
沿
線
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
の

一
部
は
、賑
や
か
な
国
際
水
準
の
街
並

み
に
誘
導
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。そ

の
た
め「
み
み
ず
く
の
森・第
４
駐
車

場
」で
の
事
業
に
、ま
ち
づ
く
り
の
観

点
で
村
が
関
わ
る
考
え
は
。

答

�

藤
本
副
村
長�

ア
ウ
ト
ド
ア

ス
ト
リ
ー
ト
の
新
た
な
要
素

の
一
つ
と
し
て
、み
み
ず
く
の
森
に
民

間
主
導
で
商
業
施
設
が
つ
く
ら
れ
る
。

地
方
創
生
交
付
金
は
、そ
の
ト
ー
タ
ル

コ
ン
セ
プ
ト
に
共
感
し
て
村
と
し
て

支
援
す
る
も
の
。そ
れ
に
併
せ
て
ま

ち
づ
く
り
は
進
め
た
い
。

問
環
境
審
議
会
答
申
に
あ
っ
た

３
０
０
０
㎡
未
満
の
開
発
へ

の
ル
ー
ル
づ
く
り
は
。

答
景
観
計
画
策
定
に
合
わ
せ
て
、

建
築
業
組
合
や
専
門
家
な
ど

か
ら
意
見
を
聞
き
基
準
は
定
め
た
い
。

答

問問 新図書館用地は
 どのように見出すのか
基本構想を策定しつつ基本構想を策定しつつ
　　　　併せて検討する　　　　併せて検討する

【
公
共
施
設
管
理
計
画
の
進
捗
、

公
有
財
産
の
処
分
と
確
保
】

問
平
成
29
年
３
月
策
定
の
公
共

施
設
管
理
計
画
の
進
捗
を
伺

う
。教
員
住
宅
な
ど
老
朽
化
し
た
箱

物
施
設
は
解
体
撤
去
し
、跡
地
を
利
用

又
は
売
却
す
べ
き
で
は
。

答
個
別
施
設
計
画
を
策
定
し
て

い
る
最
中
。有
利
な
起
債
も

あ
り
解
体
撤
去
し
て
い
く
場
合
も
そ

れ
を
利
用
し
た
い
。個
々
指
摘
の
不

用
建
物
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
検
討

し
て
い
る
。

問
村
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
が

な
い
こ
と
は
自
明
な
中
で
、

広
大
な
用
地
を
必
要
と
す
る
新
図
書

館
複
合
施
設
の
用
地
は
今
後
ど
の
よ

う
に
見
出
す
の
か
。

答
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ・
有
識
者

会
議
を
通
じ
て
基
本
構
想
を

策
定
す
る
。図
書
館
と
し
て
の
あ
る

べ
き
機
能
と
複
合
施
設
と
し
て
の
目

的
を
勘
案
し
、そ
の
方
向
性
に
合
う
よ

う
場
所
と
用
地
に
つ
い
て
も
併
せ
て

検
討
す
る
。

問
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
理
想
を

語
ら
せ
る
ほ
ど
、そ
れ
を
実

現
さ
せ
る
た
め
の
場
所
は
難
し
く
な

る
。場
所
を
想
定
さ
せ
て
検
討
す
べ

き
で
は
。

答
今
は
意
見
集
約
の
段
階
。大

事
業
で
あ
り
心
し
て
慎
重
に

掛
か
り
た
い
。

世
界
水
準
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

立
地
適
正
化
計
画
を
樹
立
し
て
い
き
た
い

立
地
適
正
化
計
画
を
樹
立
し
て
い
き
た
い

答 問問

国際水準に相応しい賑わいのまちづくりを期待する県道白馬岳線沿い
右手側木立の中のグラウンドと森に、公費も投入する民間商業施設が計画される。

丸山勇太郎 議員
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【
道
路
や
河
川
及
び
用
水
路
の

草
刈
り
】

問
主
要
幹
線
道
路
の
路
肩
や
歩

道
な
ど
の
草
刈
が
行
き
届
い

て
お
ら
ず
、景
観
上
や
交
通
安
全
上
支

障
が
あ
る
が
、そ
の
対
応
は
。

答
村
道
は
村
、国
県
道
は
県
が

管
理
し
て
い
る
。村
で
は
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
や
、

地
区
住
民
に
お
願
い
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
作
業
を
行
っ
て
い
る
。ま
た
、県

で
は
予
算
の
制
約
が
あ
る
中
、年
一
回

程
度
実
施
し
て
い
る
が
、草
刈
り
作
業

が
追
い
つ
い
て
い
な
い
状
況
だ
。機

会
あ
る
ご
と
に
、よ
り
良
い
道
路
環
境

が
保
て
る
よ
う
大
町
建
設
事
務
所
へ

お
願
い
し
て
い
る
。

問
区
の
作
業
と
し
て
行
っ
て
い

る
、河
川
や
農
業
用
水
路
の

草
刈
り
に
つ
い
て
、高
齢
化
に
よ
り
ど

の
地
区
も
苦
慮
し
て
い
る
と
聞
く
が
、

そ
の
対
応
は
。

答
農
業
用
水
路
は
取
水
施
設
や

水
量
管
理
、草
刈
り
や
泥
上

げ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、河
川
に
つ
い

て
は
、中
洲
や
堤
防
斜
面
の
草
刈
り
も
、

大
変
な
作
業
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る
。大
町
建
設
事
務
所
へ
現
状
の
報

告
と
課
題
、地
区
か
ら
の
要
望
を
し
っ

か
り
と
伝
え
て
い
く
。さ
ら
に
、同
事

務
所
に
お
い
て
堤
防
専
用
の
草
刈
り

機
と
道
路
用
草
刈
り
専
用
車
を
導
入

し
、機
械
に
よ
る
作
業
を
行
っ
て
い
く

こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。ご
協
力
い
た

だ
い
て
い
る
地
区
の
皆
さ
ん
に
感
謝

し
て
い
る
。今
後
地
区
と
協
議
し
な

が
ら
負
担
軽
減
を
検
討
し
て
い
く
。

問
草
刈
作
業
を
除
雪
事
業
の
よ

う
に
公
共
事
業
と
し
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。

答

�

建
設
課
長�

良
い
と
思
う
。

問
村
で
も
草
刈
り
機
械
を
導
入

し
た
ら
ど
う
か
。

答
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
思
う
。

使
用
頻
度
も
含
め
な
が
ら
、財

政
的
負
担
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

答

問問 小中学校・庁舎に
   エアコンの設置を

前向きに検討していく前向きに検討していく

【
公
共
施
設
の
維
持
管
理
】

問
使
用
さ
れ
て
な
い
教
員
住
宅

に
つ
い
て
の
対
応
は
。

答
基
本
的
に
は
解
体
撤
去
し
て

い
く
。

問
神
城
多
目
的
集
会
施
設
の
維

持
管
理
は
。

答
会
議
室
は
使
わ
れ
て
い
な
い

の
で
、コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
な
ど
利
用
促
進
を
考
え
て
い
く
。

併
設
さ
れ
て
い
る
農
産
物
加
工
施
設

は
、み
そ
加
工
な
ど
充
実
し
て
利
用
が

図
ら
れ
て
い
る
。食
品
安
全
の
機
能

を
維
持
し
な
が
ら
管
理
し
て
い
き
た

い
。問

庁
舎
の
維
持
管
理
は
。

答
耐
震
工
事
が
完
了
し
安
全
性

に
問
題
は
無
い
。経
年
劣
化

し
た
外
観
は
好
ま
し
く
な
い
状
況
で
、

他
の
公
共
施
設
も
含
め
改
修
を
総
合

的
に
判
断
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
庁
舎
や
他
の
公
共
施
設・
集

会
施
設
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
は
。答

庁
舎
に
つ
い
て
は
事
務
の
効

率
性
な
ど
考
え
る
と
必
要
で

あ
る
。ま
た
、集
会
施
設
に
つ
い
て
は
使

用
頻
度
や
使
用
時
間
帯
な
ど
調
査
し
、

必
要
の
有
無
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
南
北
の
小
学
校
の
老
朽
化
へ

の
対
策
は
。

答
少
子
化
に
伴
い
児
童
が
減
っ

て
い
る
状
況
を
考
え
、今
後

10
年
位
の
間
に
学
校
の
統
廃
合
と
併

せ
校
舎
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
い
く
。

道
路
や
河
川
の
草
刈
り
は

機
械
を
活
用
し
た
管
理
へ

機
械
を
活
用
し
た
管
理
へ

答 問問

姫川堤防の草刈は過酷な作業 人手不足の切り札、機械による草刈作業

津滝俊幸 議員
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【
副
村
長
の
選
任
】

問
後
任
副
村
長
の
選
任
検
討
期

間
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答

�

村
長�

副
村
長
は
、村
長
を
補

佐
し
、庁
内
業
務
を
総
括
す

る
重
要
な
役
職
で
あ
り
、選
任
に
つ
い

て
は
慎
重
に
行
い
た
い
。当
面
は
、藤

本
副
村
長
の
１
人
体
制
で
臨
み
、来
年

度
の
施
策
並
び
に
予
算
査
定
ま
で
に

は
、副
村
長
の
選
任
が
必
要
と
考
え
て

お
り
、12
月
議
会
で
選
任
し
た
い
。

問
前
副
村
長
が
兼
任
さ
れ
て
い

た
、社
会
福
祉
協
議
会
長
と

観
光
局
代
表
理
事
の
今
後
は
。

答

�

村
長�

両
団
体
と
も
に
村
と

は
別
組
織
で
あ
り
、村
と
両

団
体
で
協
議
し
つ
つ
、最
終
的
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
組
織
で
決
定
。社
会
福
祉

協
議
会
長
は
、来
年
６
月
の
評
議
員
会

ま
で
現
在
の
太
田
文
敏
氏
の
任
期
が

あ
る
の
で
、任
期
を
全
う
し
て
い
た
だ

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。観
光
局
で
は
、

代
表
理
事
は
来
年
５
月
の
総
会
で
選

任
と
な
る
が
、10
月
に
理
事
会
開
催
予

定
で
あ
り
、理
事
会
の
意
見
を
伺
い
な

が
ら
相
談
し
た
い
。

問
観
光
局
は
、村
長
自
ら
代
表

理
事
に
就
任
す
る
考
え
は
。

答
�

村
長�
観
光
の
プ
ロ
で
あ
る

民
間
人
材
に
、組
織
の
ト
ッ

プ
を
担
っ
て
頂
く
こ
と
も
あ
り
と
考

え
る
。

答

問問 森林経営管理法とは　

所有者が管理不能の場合、所有者が管理不能の場合、
村へ委託　村へ委託　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
森
林
経
営
管
理
法
】

問
森
林
経
営
管
理
法
の
対
応
方

針
は
。

答
同
法
の
趣
旨
は
、林
業
経
営

の
効
率
化
、森
林
管
理
の
適

正
化
を
図
る
体
制
整
備
で
あ
り
、具
体

的
に
森
林
所
有
者
が
管
理
で
き
な
い

場
合
は
、村
が
森
林
管
理
の
委
託
を
受

け
る
ほ
か
、林
業
経
営
者
に
再
委
託
し
、

再
委
託
先
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は

村
管
理
と
な
る
。９
月
に
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
案
が
示
さ
れ
た
新
し
い
仕
組
み

で
、国
の
動
向
を
注
視
し
、県
の
指
導

の
下
に
村
の
体
制
整
備
を
進
め
た
い
。

問
森
林
整
備
に
は
治
山
治
水
の

視
点
と
、景
観
保
持
が
重
要

で
は
。答�

村
長�

村
内
で
も
土
砂
崩
落

等
が
発
生
し
て
お
り
、原
因

の
一
つ
に
放
置
さ
れ
た
人
工
林
が
あ

り
、こ
れ
ら
の
森
林
整
備
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
り
、災
害
の
危
険
性
が
減
少

し
、住
民
の
安
心・
安
全
の
向
上
に
つ

な
が
る
。ま
た
景
観
保
持
並
び
に
観

光
資
源
と
し
て
も
森
林
整
備
は
重
要
。

問
森
林
整
備
に
関
す
る
人
材
育

成
は
。

答
�

村
長�
林
業
経
営
が
成
り
立
た

な
く
て
は
林
業
へ
の
参
入
は

考
え
づ
ら
く
、森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
を

循
環
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
。景
観
や
森

林
の
持
つ
魅
力
や
、鳥
獣
被
害
対
策
を

絡
め
な
が
ら
、一
人
で
も
多
く
の
林
業

の
担
い
手
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し
、

県
の
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、人
材

育
成
と
担
い
手
確
保
に
努
め
た
い
。

新
た
な
副
村
長
の
選
任
時
期
は

1212
月
議
会
で
選
任
し
た
い

月
議
会
で
選
任
し
た
い

答 問問

松本喜美人 議員

3ヵ月後に決定する主人を待つ副村長席
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【
村
長
２
期
目
の
村
政
課
題
】

問
村
長
が
考
え
る
村
政
の
大
き

な
課
題
を
２
つ
あ
げ
る
と
。

答
１
点
目
は
、国
際
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
る

た
め
、広
域
観
光
の
推
進
体
制
を
整
え

る
こ
と
は
不
可
欠
。来
年
４
月
に
設

立
予
定
の
三
市
村
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
は
、海
外

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
や
共
通
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
を
予
定
。あ
わ
せ
て
、観

光
局
の
あ
り
方
も
局
と
相
談
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

　
２
点
目
は
、人
口
減
少
社
会
に
あ
っ

て
は
、将
来
を
担
う
子
供
や
子
育
て

世
代
に
対
す
る
支
援
は
最
重
要
課
題
。

今
年
、子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー「
お
ひ
さ
ま
」を
開
設
す
る
等
、子

育
て
施
策
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、引

き
続
き
、子
育
て
世
代
か
ら
の
要
望

が
多
い
事
項
の
実
現
に
努
め
て
い
く
。

ま
た
、建
設
を
予
定
し
て
い
る
新
た
な

図
書
館
は
、子
育
て
施
設
と
の
複
合
化

を
考
え
て
お
り
、子
育
て
が
し
や
す
い

村
づ
く
り
の
核
と
な
る
よ
う
検
討
を

進
め
て
い
く
。

問
高
額
に
な
っ
た
天
狗
山
荘
の

改
修
、老
朽
化
し
た
村
営
頂

上
宿
舎
等
、今
後
山
小
屋
経
営
に
は
多

額
な
費
用
が
掛
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

今
後
の
経
営
方
針
を
示
す
時
期
が
来

て
い
る
と
思
う
が
。

答
各
山
小
屋
は
、そ
れ
ぞ
れ
特
色

を
持
っ
た
山
岳
拠
点
で
あ
る

が
、今
後
、施
設
改
修
や
、規
模
の
見
直

し
を
含
め
た
経
営
方
針
の
検
討
を
進

め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期

に
来
て
い
る
、特
に
近
隣
に
民
間
経
営

施
設
が
あ
る
頂
上
宿
舎
に
つ
い
て
は
、

そ
の
経
営
規
模・
形
態
な
ど「
在
り
方
」

に
つ
い
て
関
係
者
と
協
議
し
て
い
く
。

答

問問 小水力発電
  建設の可能性は
実現性が高いので実現性が高いので
         研究していく         研究していく

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
】

問
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し

山
岳
自
然
環
境
を
守
る
村
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
こ
と
は
大
事
な

こ
と
。前
回
の
質
問
で
、小
水
力
発
電

建
設
に
向
け
て
研
究
に
入
り
た
い
と

の
答
弁
だ
っ
た
が
、そ
の
後
の
進
捗
状

況
は
。答

現
在
検
討
し
て
い
る
中
で
は
、

平
川
小
水
力
発
電
所
の
よ
う

に
、従
来
か
ら
国
が
導
入
を
推
進
し
て

き
た
農
業
用
水
を
活
用
し
た
小
水
力

発
電
所
の
建
設
は
、実
現
性
が
高
く
、

事
業
費
的
に
見
て
も
、国
庫・
県
費
補

助
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、非

常
に
有
利
に
建
設
が
可
能
で
あ
る
と

考
え
る
。今
後
も
引
き
続
き
研
究
を

進
め
て
い
く
が
、補
助
金
を
受
け
ず
に

村
が
単
独
で
事
業
を
行
う
と
な
る
と
、

関
係
機
関
と
の
協
議
や
、技
術
的
な
問

題
と
併
せ
て
財
政
面
の
問
題
も
ク
リ

ア
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

問
「
地
域
を
守
る
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
基
本
計
画
」

（
仮
称
）を
策
定
す
る
考
え
は
。

答
村
で
は
、平
成
19
年
に
白
馬

村
地
域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
い
る
の
で
、予
定

し
て
い
な
い
。地
球
温
暖
化
が
進
行

し
て
い
る
の
で
、エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に

つ
い
て
は
、で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
地
道

に
取
り
組
み
た
い
。

村
長
２
期
目
の
重
要
課
題
は　

観
光
振
興
と
子
育
て
支
援

観
光
振
興
と
子
育
て
支
援

答 問問

田中榮一 議員

来年4月に入学します。
お兄さん、お姉さんよろしくお願いします。（白馬南小運動会にて）
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リ
ー
ズ
で
掲
載
）。

問
白
馬
村
第
5
次
総
合
計
画・

総
合
戦
略
の
事
業
検
証
と
進

捗
状
況
は
。

答
内
部（
庁
内
）評
価
と
外
部（
評

価
員
）評
価
を
実
施
し
、内
容

を
村
H
P
に
て
公
表
し
て
い
ま
す
。

評
価
委
員
か
ら
は
事
業
が
多
く
大
変

で
あ
る
が
、庁
内
連
携
を
取
り
事
業
実

施
し
て
ほ
し
い
旨
の
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。問

白
馬
村
観
光
地
経
営
計
画
の

事
業
検
証
と
進
捗
状
況
は
。

答
観
光
経
営
会
議
を
設
け
、継

続
的
に
取
り
組
み
へ
の
評
価

や
検
証
を
行
っ
て
い
ま
す
。年
間
3

回
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
、2
回

行
っ
た
。評
価
の
手
法
が
確
立
さ
れ

て
い
な
い
課
題
も
あ
り
、そ
の
成
果
を

報
告
で
き
る
状
態
に
あ
り
ま
せ
ん
。

答

問問 地区懇談会での
    要望への対応は
優先度を見極め、優先度を見極め、
    迅速に対応します    迅速に対応します

【
村
長
の
4
年
間
の
、
子
育
て
、

社
会
保
障
、
観
光
政
策
】

問
平
成
28
年
９
月
議
会
で
質
問

し
た
、学
校
給
食
費
の
半
額

補
助
の
提
案
に
つ
い
て
、村
長
は
共
同

調
理
場
の
完
成
に
合
わ
せ
て
検
討
す

る
と
答
弁
。施
設
は
12
月
に
完
成
す

る
が
、半
額
補
助
実
施
の
目
途
は
。

答
実
施
し
て
い
る
県
内
自
治
体

は
若
干
増
え
て
い
る
が
、村

と
し
て
給
食
費
へ
の
半
額
補
助
は
考

え
て
い
な
い
。

問
27
年
の
無
償
化
調
査
で
は
全

額
補
助
を
し
て
い
る
所
は
２

市
、24
町
、18
村
、合
計
44
自
治
体
で
、

29
年
の
文
科
省
調
査
で
は
82
自
治
体

に
拡
大
。長
野
県
は
4
自
治
体
。池
田

町
、松
川
村
は
共
同
調
理
場
完
成
時
か

ら
1
万
円
の
補
助
を
実
施
。村
も
考

え
て
は
。

答
意
味
は
十
分
わ
か
る
が
、財

政
面
の
こ
と
も
あ
り
、い
ろ

ん
な
こ
と
を
勘
案
す
る
中
で
、対
応
し

て
ま
い
り
た
い
。

問
子
ど
も
の
遊
び
場
確
保
を
公

約
で
述
べ
て
い
る
が
、遊
具

付
公
園
は
い
つ
頃
造
る
の
か
。

答
平
成
34
年
度
建
設
予
定
の
複

合
施
設
の
中
で
、子
ど
も
の

遊
び
場
も
併
せ
て
確
保
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
子
供
の
た
め
に
遊
具
付
公
園

を
作
っ
て
ほ
し
い
と
、お
母

さ
ん
方
が
苦
労
し
て
１
３
３
０
筆
の

署
名
を
提
出
し
て
か
ら
５
年
に
な
る
。

村
長
は
こ
れ
以
外
に
１
０
０
０
筆
以

上
の
署
名
付
き
陳
情
書
を
何
件
受
け

た
か
。答

ご
み
の
焼
却
場
関
係
の
要
望

書
は
あ
っ
た
が
、そ
れ
以
外

に
は
そ
れ
だ
け
の
数
の
要
望
書
は
な

い
。問

現
在
、国
民
健
康
保
険
加
入

者
か
ら
預
か
っ
た
貯
金（
財

政
調
整
基
金
）が
１
億
６
千
万
円
あ

る
。こ
の
貯
金
を
使
っ
て
保
険
料
を

引
き
下
げ
て
は
。

答
基
金
残
高
を
見
る
と
、引
き

下
げ
も
選
択
肢
と
し
て
考
え

ら
れ
る
が
、今
後
の
収
支
見
込
み
を
試

算
し
、検
討
す
る
こ
と
が
重
要
。12
月

ま
で
に
方
向
性
を
出
し
た
い
。

答

問問 公共交通に８割の
    交付税措置は可能か
使えるかは不透明使えるかは不透明
   なので検討したい   なので検討したい

【
村
長
の
4
年
間
の
地
域
づ
く

り
、
庁
内
活
性
化
】

問
観
光
客
も
含
め
た
、白
馬
村

に
い
る
全
て
の
人
の
足
を
確

保
す
る
交
通
網
を
整
備
す
る
考
え
か
。

答
村
の
公
共
交
通
の
課
題
と
し

て
、①
移
動
制
約
者
以
外
も

利
用
可
能
な
住
民
向
け
交
通
、②
観
光

客
の
利
便
性
向
上
、③
通
学
用
交
通
手

段
、の
３
点
。こ
の
課
題
に
対
し
、有
効

な
交
通
体
系
の
構
築
に
向
け
た
方
向

付
け
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
公
共
交
通
の
事
業
運
営
に
、

８
割
の
特
別
交
付
税
措
置
が

あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

答
さ
ま
ざ
ま
な
メ
ニ
ュ
ー
が
あ

り
、特
別
交
付
税
で
８
割
程

度
の
補
助
制
度
を
使
え
る
か
は
不
透

明
。ほ
か
の
補
助
制
度
も
含
め
検
討

し
た
い
。

問
職
員
の
研
修
と
人
材
交
流
に

よ
る
役
場
組
織
の
活
性
化
の

た
め
に
、総
務
省
及
び
自
治
体
国
際
化

協
会
が
行
っ
て
い
る
自
治
体
職
員
協

力
交
流
事
業
を
使
っ
て
、外
国
人
職
員

を
採
用
し
て
は
。

答
人
件
費
は
交
付
税
措
置
が
あ

る
が
、こ
ち
ら
が
求
め
る
能

力
に
合
致
す
る
人
材
に
来
て
頂
け
る

か
は
不
透
明
。村
内
外
国
人
の
協
力

も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

給
食
費
無
償
化
が
全
国
で
拡
大
し
て
い
る
が

い
ろ
い
ろ
勘
案
し
、対
応
し
て
ま
い
り
た
い

い
ろ
い
ろ
勘
案
し
、対
応
し
て
ま
い
り
た
い

答 問問

加藤亮輔 議員

文科省：平成29年度の「学校給食費の無償化調査」。
一部無償化・一部補助も合計すると506自治体・29.1％で実施。白馬村も

続いてほしい！

平成 30年 7月 27日  
文 部 科 学 省 

平成 29年度の「学校給食費の無償化等の実施状況」及び 
「完全給食の実施状況」の調査結果について 

Ⅰ.	 調査対象 
	 全国の都道府県教育委員会を通じ市区町村教育委員会（1,740 自治体）に対し、平成 29
年度の学校給食費（食材費）の無償化等の実施状況及び完全給食の実施状況を調査した。 
Ⅱ.	 調査結果 
・1,740自治体の回答をとりまとめた。 
・調査は選択方式と記述方式による。記述方式は自由記述による意識調査である。 
・記述方式の調査結果は、主な回答内容を整理した。 
調査１．学校給食費の無償化等の実施状況 
（１）無償化等の状況 

選択肢 該当自治体数 割合 
1 小学校・中学校とも無償化を実施 76 4.4％ 
2 小学校のみ無償化を実施 4 0.2％ 
3 中学校のみ無償化を実施 2 0.1％ 
小計 82 4.7％ 
4 1~3以外で一部無償化・一部補助を実施 424 24.4％ 
5 実施していない 1,234 70.9％ 
合計 1,740 100％ 
（注 1）小学校には義務教育学校（前期課程）、中学校には義務教育学校（後期課程）及び 

 	 	 中等教育学校（前期課程）を含む。全て公立。  
（注 2）1～3の「無償化」は完全給食の場合のみを対象とし、補食給食やミルク給食で無 

償としている場合は 4に含む。 
 
キャプション 
文科省：平成 29年度の「学校給食費の無償化調査」。 
一部無償化・一部補助も合計すると 506自治体・29.1％で実施。白馬村も続いてほしい！ 
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【
外
国
人
対
策
】

問
村
内
居
住
の
外
国
籍
の
人
数

と
世
帯
数
は
。

答
本
年
９
月
１
日
現
在
の
住
民

基
本
台
帳
人
口
で
、世
帯
数

２
２
４
、人
口
は
２
５
６
人
。

問
外
国
人
の
不
動
産
取
得
数

は
。

答
固
定
資
産
税
台
帳
に
よ
る
と
、

平
成
30
年
度
で
土
地
１
５
８

人
、５
６
７
筆
。家
屋
で
１
０
９
人
、

２
５
０
棟
。

問
外
国
人
宿
泊
施
設
登
録
数

は
。

答
８
月
現
在
、大
町
保
健
所
に

よ
る
と
、許
可
申
請
者
が
外

国
人
も
し
く
は
外
国
法
人
で
、代
表
者

が
外
国
人
の
施
設
は
１
５
０
軒
。

問
エ
リ
ア
別
で
は
。

答
神
城
で
個
人
10
、法
人
13
の

23
軒
。北
城
で
個
人
72
、法
人

55
の
１
２
７
軒
。神
城
の
う
ち
8
割

が
五
竜
、名
鉄
エ
リ
ア
。北
城
の
う
ち

４
割
が
み
そ
ら
野
、エ
コ
ー
ラ
ン
ド
エ

リ
ア
。４
割
強
が
和
田
野
、八
方
、山
麓

エ
リ
ア
。区
分
は
９
割
が
簡
易
宿
泊

所
の
登
録
。

問
無
許
可
数
の
把
握
は
。

答
法
令
の
手
続
き
に
の
っ
と
っ

て
い
な
い
違
法
な
業
態
を
放

置
し
て
は
な
ら
ず
、昨
年
民
泊
法
が
問

題
の
中
、村
内
の
無
許
可
施
設
の
一
斉

調
査
を
行
っ
た
。宿
泊
仲
介
サ
イ
ト

登
録
１
２
８
の
う
ち
、営
業
許
可
施
設

１
１
７
、残
り
11
は
確
認
で
き
ず
、場

所
を
特
定
出
来
た
７
施
設
に
つ
い
て

は
適
正
指
導
し
、場
所
に
す
ら
た
ど
り

着
け
な
い
施
設
も
あ
り
、闇
民
泊
の
存

在
を
否
定
出
来
な
い
状
況
。

　

住
宅
宿
泊
事
業
法
の
施
行
に
合
わ

せ
た
仲
介
サ
イ
ト
が
正
当
な
許
可
、届

け
出
が
為
さ
れ
て
い
な
い
施
設
に
は

サ
イ
ト
登
録
さ
せ
な
い
事
と
し
、引
き

続
き
疑
わ
し
い
施
設
が
あ
れ
ば
調
査
、

指
導
し
、保
健
所
等
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
し
た
い
。

問
外
国
籍
所
有
者
の
区
費
分
担

金
の
徴
収
は
。

答
エ
コ
ー
ラ
ン
ド
区
で
実
施
さ

れ
て
い
る
区
費
に
準
ず
る
環

境
整
備
費
を
含
め
て
、色
々
な
方
法
が

あ
る
と
の
提
案
が
あ
っ
た
の
で
、検
討

し
進
め
て
い
き
た
い
。

問
ニ
セ
コ
同
様
の
リ
ゾ
ー
ト
分

担
金
制
度
導
入
の
考
え
は
。

答

�

藤
本
副
村
長�

こ
の
分
担
金

は
税
金
と
は
異
な
り
、役
場

が
対
象
の
地
元
住
民
か
ら
徴
収
し
、負

担
と
受
益
の
直
接
関
係
か
ら
、例
え
ば

地
区
の
環
境
美
化
、街
頭
整
備
、ゴ
ミ

集
積
場
の
整
備
と
い
っ
た
課
題
に
限

定
さ
れ
る
。将
来
的
に
こ
れ
ら
の
課

題
に
対
し
て
も
、観
光
財
源
の
使
い
道

と
し
て
当
然
有
り
得
る
。観
光
財
源

検
討
委
員
会
の
中
で
意
見
が
あ
れ
ば
、

検
討
の
余
地
は
あ
る
と
考
え
る
。

答

問問 ウェルカムボード
　　　設置の検討は
既存以外に既存以外に
　新設する考えはない　新設する考えはない

【
国
際
基
準
に
見
合
う
景
観
整

備
】問

村
の
入
り
口
に
お
洒
落
な

ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
設
置
の

検
討
は
。

答
現
在
、主
要
幹
線
道
路
の
出

入
り
口
3
箇
所
に
、ウ
ェ
ル

カ
ム
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
看
板
が
設
置

さ
れ
て
お
り
、要
望
に
適
し
た
お
洒
落

な
も
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、当
面
こ

の
３
箇
所
以
外
に
設
置
す
る
考
え
は

な
い
。問

統
一
色
に
よ
る
導
入
看
板
の

設
置
は
。

答
景
観
の
観
点
か
ら
も
看
板
の

デ
ザ
イ
ン
の
統
一
化
に
努
め

て
い
く
必
要
は
あ
る
と
考
え
る
が
、国

道・県
道
を
管
理
す
る
県
と
連
携
を
取

り
検
討
。

外
国
籍
所
有
の
宿
泊
施
設
の
軒
数
は

法
人
、代
表
者
と
も
外
国
人
の
施
設
は

法
人
、代
表
者
と
も
外
国
人
の
施
設
は
1
5
0

1
5
0
軒軒

答 問問

太谷修助 議員

インバウンドで外国人旅行者が多く訪れるメインストリート
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【
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
】

問
6
7
．5
7
％
と
最
低
を
記

録
し
た
投
票
率
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
み
て
い
る
か
。

答

�

村
長�

猛
暑
で
あ
っ
た
こ
と
、

夏
の
観
光
シ
ー
ズ
ン
で
観
光

関
連
産
業
の
方
々
が
忙
し
い
時
期
で

あ
っ
た
こ
と
等
も
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、全
国
的
な
投
票
率
低
下
傾
向

も
、大
き
な
背
景
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。問

身
近
な
選
挙
戦
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
投
票
率
が
伸
び

な
か
っ
た
の
は
、両
候
補
と
も
に
選
挙

戦
の
発
言
に
こ
れ
ま
で
の
活
動
や
姿

勢
か
ら
ブ
レ
た
よ
う
に
感
じ
た
。村

民
も
同
じ
よ
う
に
感
じ
選
挙
の
関
心

が
薄
れ
た
の
で
は
。

答

�

村
長�

私
は
一
貫
し
て
宿
泊

税
に
関
し
て
は
、あ
り
き
で

は
な
い
と
申
し
上
げ
て
き
て
い
ま
す
。

ブ
レ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。

答

問問 改革する観光局代表
理事就任の考えは
代表理事は代表理事は
   観光局理事会が決めること   観光局理事会が決めること

【
公
約
に
つ
い
て
】

問
観
光
振
興
に
つ
い
て
、白
馬

ら
し
い
滞
在
型
山
岳
リ
ゾ
ー

ト
地
の
創
出
と
は
、具
体
的
に
何
を
つ

く
り
だ
す
構
想
な
の
か
。

答

�

村
長�

明
確
に
示
す
こ
と
は

難
し
い
で
す
が
、訪
れ
た
方

に
散
策
す
る
の
が
楽
し
く
、長
く
と
ど

ま
り
た
い
と
思
う
よ
う
な
空
間
を
提

供
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問
魅
力
あ
る
観
光
局
へ
の
改
革

と
は
。

答

�

村
長�

地
域
連
携
Ｄ
Ｍ
Ｏ
も

発
足
予
定
で
あ
り
、そ
の
重

要
な
旗
振
り
役
と
し
て
の
存
在
と
な

る
よ
う
な
変
革
を
求
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

問
観
光
振
興
を
公
約
に
掲
げ
て

い
る
以
上
、観
光
振
興
の
先

頭
に
立
ち
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
。そ
の
た
め
に
も
村

長
自
身
が
観
光
局
の
代
表
理
事
に
就

任
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答

�

村
長�

代
表
理
事
は
理
事
会

が
決
め
る
こ
と
で
あ
り
、私

と
し
て
は
民
間
の
方
が
良
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。　

問
明
日
の
白
馬
村
を
担
う
人
材

育
成
に
つ
い
て
、ま
た
、各
課

の
配
置
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
村
長
の

所
見
は
。

答
�

村
長�

次
年
度
の
事
務
事
業

等
を
考
慮
し
、職
員
の
各
課

の
配
置
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
適
正
に

配
慮
し
て
い
ま
す
。

問
近
年
、若
い
職
員
の
退
職
が

み
ら
れ
る
が
、人
材
育
成
や

確
保
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答

�

村
長�

本
年
度
か
ら
良
い
人

材
を
確
保
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
導
入

し
て
い
ま
す
。

問
白
馬
に
育
っ
た
白
馬
に
愛
着

の
あ
る
白
馬
高
校
卒
業
生
枠
と
い
う

人
材
確
保
の
考
え
は
。

答

�

村
長�

前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
ま
す
。　　

問
５
の
約
束
を
実
行
す
る
に
は
、

財
源
確
保
が
最
重
要
だ
が
、

健
全
財
政
維
持
の
た
め
の
財
政
規
律

は
ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

答

�

村
長�

地
方
債
の
発
行
を
で

き
る
限
り
抑
制
し
、国・県
の

動
向
を
注
視
し
国
庫
補
助
事
業
な
ど

を
導
入
す
る
こ
と
で
、元
利
償
還
金
額

が
普
通
交
付
税
に
算
入
さ
れ
る
有
利

な
起
債
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。歳
出
面
で
は
、新
た
な
観
点
か

ら
総
合
的
な
見
直
し
を
行
い
、一
層
の

経
費
削
減
を
図
っ
て
健
全
な
財
政
運

営
の
中
で
、５
つ
の
約
束
を
実
行
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

選
挙
戦
で
発
言
に
ブ
レ
が
あ
っ
た
の
で
は

ブ
レ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

ブ
レ
た
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

答 問問

太田伸子 議員

代表理事の就任は？
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11

　白馬村への来訪時期や来訪形態の多様化をねらいとして、白馬
村を訪れるに値する目的地たらしめる価値の拡張を図るプロジェ
クトです。夏季、冬季それぞれ野外でのアクティビティをさらに積
極的に展開するとともに、オリンピック開催経験に裏付けされた
ブランドイメージを活かしたスポーツ関連プログラムの強化、地場
の食材や食文化と温泉を組み合わせた魅力の強化をはかり、これ
まで未活用であった歴史・文化・芸術系の資源にも光を当ててい
くものです。また、白馬村がこれまで弱いとされてきた雨天時の過
ごし方を豊かにするため、屋内でのプログラム開発や雨天時に対

戦略的重点プロジェクト 4 魅力の多様化に向けたコンテンツ創出プロジェクト

応可能な場の確保も進めます。こうした魅力の多様化の取り組み
を進めることは、降雪量など気象条件や世界経済など社会条件の
影響といったリスクを回避する観点からも重要です。
　野外でのアクティビティ開発は観光事業者が主役となって推進
しますが、歴史・文化系の資源の活用に関しては村民も重要な役
割を果たします。特に観光産業に直接携わらない村民も含め、白
馬村全体で「観光まちづくり」の観点も併せ持ちながら今後の観
光振興に取り組む上で重要なプロジェクトです。

戦略1
観光の資産価値の最大化

戦略2
白馬村を訪れ滞在する価値の多様化

戦略3
観光の魅力要素の次世代への継承

1-3. 滞在空間としての魅力向上 ④雨天時に対応可能な拠点づくり

①屋内外でのアクティビティ充実
②スポーツプログラムの強化
①白馬産食材の地産地消の推進
③温泉の特色を生かした魅力づくり
①歴史・文化資源の発掘と活用
②歴史・文化資源を活用したプログラム開発

①歴史・文化資源の発掘と活用

2-1. 季節それぞれの新しい楽しみ方の創出

2-2. 食と温泉を活用した滞在魅力向上

2-3. 歴史・文化・芸術資源の継承・活用

3-2. 文化・生活資源の保全

8計画推進のスケジュール
　初年度に当たる平成28年度は観光地経営計画を推進するための基盤づくりに取り組み、先に述べた観光地経営会議（仮

称）、プロジェクト推進チーム（仮称）をそれぞれ立ち上げ、前者は戦略的重点プロジェクトのフレームを決定、後者はプロ

ジェクトの具体化を進めます。

　前期（～平成30年度）は観光地経営計画の基盤の安定化を図るとともに戦略的重点プロジェクトを中心に積極的に推進

し、期末にはそれまでの事業の進捗状況や社会環境の変化を踏まえ、計画の一部見直しについて検討します。

　中期（平成31・32年度）、後期（平成33～37）は一部見直しされた計画内容に基づき事業推進を図ります。

●観光地経営計画の推進基盤づくり
・観光地経営会議（仮称）立ち上げ
・プロジェクト推進チーム（仮称）立ち上げ
●戦略的重点プロジェクトのフレーム決定
●既存の取組の継続的推進

戦略的重点プロジェクトの
推進 進捗状況、社会環境

の変化に即して検討
進捗状況、社会環境
の変化に即して検討

●観光地経営計画の基盤の安定化
・着実な会議運営・推進
・経営指標の本格的取得開始
・新たな財源の検討（導入試行）

●観光地経営計画の一部見直し
・戦略重点プロジェクトの見直し
●観光地経営計画の基盤拡充
・経営指標の拡充検討

平成28（2016）年度 平成29・30（2017・18）年度

中 期
平成31・32

（2019・20）年度

後 期
平成33‐37

（2021‐25）年度

重
点
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等

基
盤
整
備
等

既存事業等の継続的推進

戦略的重点プロジェクト１．の具体化
（一部の調査検討など着手）

戦略的重点プロジェクト２．の具体化
（一部の調査検討など着手）

戦略的重点プロジェクト３．の具体化
（一部の調査検討など着手）

戦略的重点プロジェクト４．の具体化
（一部の調査検討など着手）

既存事業等の継続的推進

前 期
平成28‐30（2016‐2018）年度

計画推進スケジュールのイメージ

【
観
光
計
画
と
財
源
検
討
】

問
平
成
13
年
作
成
の「
21
世
紀

白
馬
村
観
光
の
飛
躍
に
向
け

て
」の
報
告
書
に
謳
わ
れ
て
い
る
ビ

ジ
ョ
ン
、計
画
を
検
証
し
、「
観
光
地
経

営
計
画
」に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
平
成
19
年
に
観
光
局
の
事
業

検
証
を
行
っ
た
際
に
、一
部

内
容
の
検
証
を
実
施
。ま
た
、平
成
27

年
の
観
光
地
経
営
計
画
策
定
の
際
に

も
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
委
員
に

説
明
し
、こ
の
報
告
書
を
踏
ま
え
た
計

画
を
策
定
し
た
。

問
「
観
光
地
経
営
会
議
」は
２
年

経
過
し
た
が
、そ
の
中
の
課

題
は
。本
年
度
の
方
針
は
。

答
正
し
い
指
標
の
取
得
と
各
種

観
光
施
策
の
現
状
の
把
握
が

非
常
に
難
し
い
。本
年
は
各
事
業
所

に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
か
調
査
を

し
、次
回
会
議
で
事

業
検
証
を
行
う
。

問
観
光
地
経

営
計
画
に

は
２
４
０
０
万
円

も
の
税
金
を
投
入

し
た
。
こ
の
計
画

の
質
問
を
二
年
前

に
し
た
際
、当
時
の

観
光
課
長
は
、「
計

画
を
実
行
に
移
す

プ
ロ
セ
ス
ま
で
管

理
を
し
な
が
ら
計

画
づ
く
り
を
し
た

点
」が
今
ま
で
と
違

う
と
答
弁
。現
在
、

実
行
に
移
す
プ
ロ

セ
ス
に
至
っ
て
い

る
の
か
。

答
運
営
上
課

題
が
あ
る

の
も
事
実
。
行
政

が
一
番
計
画
を
立

て
て
ダ
メ
な
の
は
、

計
画
を
立
て
て
終

わ
り
に
し
て
し
ま

う
傾
向
が
あ
る
点
。

ま
ず
そ
れ
を
打
破
す
る
意
味
で
、計
画

の
進
捗
状
況
の
管
理
及
び
デ
ー
タ
取

得
に
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

問
財
源
検
討
委
員
会
で
今
後
の

予
定
が
変
更
さ
れ
、第
３
回

の
委
員
会
が
延
期
。答
申
時
期
も
延

期
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
思
わ

れ
る
が
、主
た
る
要
因
は
。

答
７
月
に
宿
泊
施
設
の
方
た
ち

か
ら
要
望
が
検
討
委
員
会
宛

て
に
、ま
た
商
工
会
の
一
部
の
会
員
か

ら
も
村
長
宛
て
に
意
見
書
が
提
出
さ

れ
た
。主
な
内
容
は
、財
源
の
使
途
を

明
確
に
す
る
こ
と
、慎
重
審
議
を
重
ね

る
こ
と
な
ど
。住
民
の
理
解
を
得
る

た
め
、幅
広
く
意
見
を
聞
く
と
い
う
手

順
が
必
要
で
、ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

な
ど
の
方
法
を
検
討
。答

問問 民間活力を活かした
          観光局の改革は
４年後の現在も４年後の現在も
　なお課題は残っている　なお課題は残っている

【
過
去
4
年
の
検
証
と
今
後
の

方
針
】

問
４
年
前
の
公
約
に
は
、「
観
光

振
興
で
は
民
間
活
力
を
活
か

し
、観
光
局
を
改
革
す
る
」と
あ
っ
た

が
、ど
の
よ
う
な
改
革
が
な
さ
れ
、そ

の
結
果
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

答
課
題
解
決
の
委
員
会
を
設
け

５
回
に
わ
た
っ
て
検
討
。提

出
さ
れ
た
結
果
報
告
書
に
従
い
、分
担

金
の
減
額
を
実
施
し
た
が
、運
営
財
源

不
足
や
会
員
拡
大
な
ど
、４
年
後
の
現

在
も
な
お
課
題
は
残
っ
て
い
る
。し

か
し
全
国
自
治
体
で
日
本
一
の「
い
い

ね
」数
を
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
誇
る
な

ど
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
合
わ
せ

た
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
く
シ
フ

ト
し
て
い
る
。

問
「
新・道
の
駅
」の
今
後
は
。

答
協
力
し
て
も
ら
え
る
民
間
業

者
が
い
る
こ
と
が
前
提
。そ

の
上
で
事
業
費
や
財
源
の
議
論
が
必

要
で
、事
業
の
推
進
に
は
時
間
が
か
か

る
と
の
認
識
。連
携
事
業
者
と
の
交

渉
や
発
掘
、財
源
の
検
証
な
ど
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
取
り
組
む
。

観
光
地
経
営
計
画
は
実
行
段
階
に
あ
る
の
か

現
時
点
で
運
営
上
課
題
が
あ
る
の
も
事
実

現
時
点
で
運
営
上
課
題
が
あ
る
の
も
事
実

答 問問

伊藤まゆみ 議員

全国自治体で日本一の「いいね」数を
誇っている観光局のフェイスブック

観光地経営計画で新たな財源を検討する前に
「戦略的重点プロジェクト」4項目をＨ28年には具体化すべきだったのではないのか…。
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研 

修 

会

白
馬
高
校
同
様
、
定
員

割
れ
が
続
く
苦
し
い
時
期

を
経
験
し
た
新
潟
県
立
海

洋
高
等
学
校
。
そ
の
存
在

を
全
国
的
に
発
信
す
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は

「
シ
ー
フ
ー
ド
カ
ン
パ
ニ
ー

能
水
商
店
」
だ
。
当
時
の

教
諭
と
生
徒
が
中
心
と
な

り
、採
卵
採
精
後
に
は
ほ

と
ん
ど
廃
棄
さ
れ
て
き

た
サ
ケ
を「
何
と
か
し
よ

う
!
」と
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
っ
た
。

２
０
０
７
年
に
は「
す

も
う
君
サ
ー
モ
ン
」
を
、

ま
た「
最
後
の
一
滴
」
と

い
う
魚
醤
も
、サ
ケ
の
一

生
を
最
後
ま
で
大
切
に
し

た
い
と
の
思
い
を
込
め
て

開
発
し
た
。

昨
年
ま
で
同
校
の
校
長

で
あ
っ
た
久
保
田
氏
は
、

来
年
度
か
ら
の
公
立
高
校

を
核
に
地
域
を
支
え
て
い

く
、文
部
科
学
省
の
人
材

育
成
モ
デ
ル
事
業
に
注

目
。「
財
政
や
人
員
面
で
、

国
の
支
援
に
頼
ら
ず
、自

発
的
な
取
り
組
み
を
維
持

で
き
る
か
が
問
わ
れ
る
だ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
カ
ギ

と
な
る
の
が
議
会
だ
」と

議
会
へ
の
期
待
を
述
べ
て

い
た
。

驚
く
こ
と
に「
砂

防
」の
歴
史
は
江
戸
時

代
ま
で
遡
る
。
江
戸

時
代
後
半
は
新
田
開

発
が
進
み
食
料
生
産

が
増
加
。
そ
れ
に
よ

り
1
6
0
0
年
か
ら

約
1
2
0
年
間
に
人

口
は
約
2.5
倍
に
も
増

え
て
い
る
。

肥
料
や
燃
料
と
し

て
の
草
肥
を
入
会
地

に
求
め
た
江
戸
期
の

山
で
は
、草
木
が
な
く

な
り
、表
土
が
流
れ
や

す
く
、
土
砂
の
流
出

で
下
流
の
河
床
が
上

が
る
な
ど
の
水
害
が

増
し
た
。
そ
の
た
め

1
6
0
0
年
後
半
に

は「
土
砂
留
奉
行
」な

る
も
の
が
制
度
化
。

明
治
期
に
入
る
と
、

経
済
発
展
の
基
盤
と

し
て
船
に
よ
る
物
資

輸
送
を
重
視
。
川
か

ら
流
れ
込
む
土
砂
で

水
深
が
浅
く
な
り
、大

型
船
が
入
れ
な
い
な

ど
、主
要
港
で
の
堆
砂

が
問
題
と
な
る
。
ピ
ー

ク
時
に
は
5
2
0
人

も
の
外
国
人
技
術
者

を
、当
時
の
大
臣
並
み

の
給
料
で
雇
い
、港
湾

の
た
め
の
治
水
に
力

を
入
れ
た
。

流
出
土
砂
に
よ
る

水
害
や
堆
砂
防
止
、

浸
食
抑
制
が
目
的
で

あ
っ
た
砂
防
事
業
だ

が
、現
在
は
自
然
災
害

か
ら
住
民
を
守
る
事

業
に
な
っ
て
い
る
。

池
田
町
で
開
催
さ

れ
た
議
員
研
修
会

に
、
総
勢
60
名
程
の

各
市
町
村
議
員
と
事

務
局
員
が
参
加
し

た
。
研
修
内
容
は
大

北
市
町
村
に
関
連
す

る
内
容
で
あ
っ
た
が
、

池
田
町
は
高
齢
者
の

健
康
管
理
に
力
を
入

れ
て
い
る
た
め
、
地

域
医
療
連
携
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い

る
、
あ
づ
み
病
院
の

肩
関
節
治
療
と
、
池

田
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
考
案
し

た「
の
び
の
び
ゴ
ム

体
操
」に
つ
い
て
、座

学
だ
け
で
は
な
く
理

学
療
法
士
の
斉
藤
惠

子
さ
ん
の
指
導
に
よ

り
、
実
際
に
体
を
動

か
し
て
理
解
を
深
め

た
。肩

の
痛
み
は
年
齢

を
重
ね
る
と
多
く
の

方
が
経
験
す
る
た
め
、

参
加
者
の
多
く
は
真

剣
な
表
情
で
講
師
の

話
に
耳
を
傾
け
て
い

た
が
、
時
に
は
笑
い

が
あ
ふ
れ
出
す
場
面

も
あ
っ
た
。
講
師
の

説
明
も
分
か
り
や
す

い
た
め
、
肩
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
は

一
度
あ
づ
み
病
院
へ

相
談
に
訪
れ
て
も
良

い
と
感
じ
た
。

糸魚川市・小谷村・白馬村糸魚川市・小谷村・白馬村
議会議員連絡協議会　8月10日議会議員連絡協議会　8月10日

白馬・小谷議員研修懇談会　9月27日白馬・小谷議員研修懇談会　9月27日

大北市町村議会議員研修会　10月3日大北市町村議会議員研修会　10月3日

公立高校を核に、地域を支える人材を育てる公立高校を核に、地域を支える人材を育てる
糸魚川市産業部農林水産課産学官推進企画幹　糸魚川市産業部農林水産課産学官推進企画幹　講師　久保田 郁夫氏講師　久保田 郁夫氏

歴史からひも解く、砂防事業と私たちの生活歴史からひも解く、砂防事業と私たちの生活
長野県姫川砂防事務所長　長野県姫川砂防事務所長　講師　木村 智行氏講師　木村 智行氏

全国唯一の「肩関節治療専門機関」で研修全国唯一の「肩関節治療専門機関」で研修
あづみ病院肩関節治療センター技師長　あづみ病院肩関節治療センター技師長　講師　高橋 友明氏講師　高橋 友明氏

参考にしたい「産学官連携体制」

「目からウロコ」の砂防の歴史を学ぶ

池田町考案の「のびのびゴム体操」で健康長寿へ
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ご意見を
お寄せください。
85-0725（直通）

72-7001（ファックス）

                  委員会も傍聴できます 　
次の定例会は　12月　　本会議はユーテレ白馬でご覧いただけます

むらの未来が見える
9月定例会の傍聴者延べ

本会議 19名、委員会 1名　合計 20名

表紙の写真説明
　今年は60回の節目を迎えた白馬村村民運動会。参加できる人
が減少したため、それまでの分館対抗でなく、村内30地区を紅
白に分けた紅白対抗戦になって久しい。
　今年は最終種目の綱引きまでは、紅白同点という激しい戦い。
最後の力をふりしぼった白組が勝利。村民運動会は地区や世代
を越え、普段できない交流ができる貴重な機会だ。多くの人に
参加してもらい、この大切な「場」を継続してもらいたい。

8
月
に
開
設
し
た
北
ア
ル

プ
ス
エ
コ
パ
ー
ク
は
、
日
量

40
ト
ン
の
処
理
能
力
。
廃
油

の
持
ち
込
み
も
可
能
な
、
資

源
ご
み
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド

併
設
の
新
ご
み
処
理
施
設
だ
。

発
電
量
が
表
示
さ
れ
る
太
陽

光
発
電
パ
ネ
ル
も
備
え
、
エ

コ
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
リ
サ
イ

ク
ル
を
絡
め
た
内
容
に
使
え

る
、住
民
要
望
の
調
理
・
集
会

施
設
も
充
実
さ
せ
た
。
施
設

名
の
と
お
り「
エ
コ
」に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
。

1
日
60
台
ま
で
の
受
け
入

れ
を
し
、広
域
職
員
7
名
、委

託
16
名
体
制
で
運
営
。
白
馬

村
の
ご
み
に
対
し
て
は「
水

切
り
の
徹
底
を
！
」
と
の
要

望
。

「
酒
は
飲
む
な
。
馬
は
持
つ
な
。

出
来
も
し
な
い
こ
と
は
言
う
な
」

尊
敬
す
る
政
治
家
が
故
郷
を
発

つ
際
、母
親
か
ら
も
ら
っ
た
戒
め
の

言
葉
だ
。

「
自
ら
反（
か
え
り
）み
て
縮（
な
お
）

く
ん
ば
千
万
人
と
い
え
ど
も
吾
往

か
ん
」

議
員
に
な
る
と
い
う
選
択
肢
は

な
か
っ
た
が
、村
の
為
に
動
い
て
み

よ
う
と
思
う
。

委
員
長
の
議
員
辞
職
に
伴
い
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
今
、村
の
観
光
環

境
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。「
村
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
世
界
水
準
の
観
光
地
」と
は
、

こ
の
命
題
に
向
か
っ
て
邁
進
し
ま

す
。
行
政
・
委
員
会
情
報
の
速
や
か

な
伝
達
で
、み
な
さ
ん
か
ら
も
声
が

掛
か
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

4
月
1
日
に
開
所
の「
リ
ー

ベ
お
お
ま
ち
」
は
社
会
福
祉

法
人
北
ア
ル
プ
ス
の
風
が
運

営
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
。
個
室
42
室
、
多
床
室（
4

人
部
屋
）4
室
、
計
58
床
で
、

東
洋
紡
大
町
の
寮
跡
地
に
建

設
さ
れ
た
。

「
施
設
の
よ
う
な
施
設
に
し

た
く
な
い
」と
の
思
い
か
ら
、

3
つ
あ
る
居
住
空
間
は
、
近

代
和
風
、古
民
家
風
、洋
風
と

個
性
を
持
た
せ
、
飛
騨
家
具

を
備
え
た
。
ど
の
空
間
も
木

の
香
り
が
し
そ
う
な
一
見「
ホ

テ
ル
の
よ
う
な
」
雰
囲
気
が

漂
っ
て
い
る
。

隣
に
保
育
園
が
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
が
元
気
に
外
で
遊

ぶ
姿
を
施
設
内
か
ら
見
る
こ

と
が
で
き
る
の
も
、
元
気
の

源
に
な
り
そ
う
だ
。

28
年
度
に
大
規
模
改
修
が

終
了
し
た
現
場
と
し
て
、
雨

漏
れ
と
廊
下
の
た
わ
み
が
問

題
に
な
っ
て
い
た
白
馬
中
学

校
を
視
察
。
雨
漏
れ
を
防
ぐ

の
に
３
階
天
井
の
ト
ッ
プ
ラ

イ
ト
を
覆
っ
た
た
め
、
多
少

暗
く
な
っ
た
感
が
あ
る
。
歩

く
と
き
ゅ
き
ゅ
と
鶯
張
り
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
廊
下
は

張
り
替
え
た
。

隣
に
建
設
中
の
共
同
調
理

場
は
、
議
会
で
も
強
く
要
望

し
た
渡
り
廊
下
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
っ

た
。
工
事
は
順

調
に
進
ん
で

い
る
こ
と
を

確
認
。

現
場
視
察
・
新
議
員
／
新
委
員
長
紹
介

資源物のリサイクル場も広くて充実 間近のハロウィーンに向けて飾り付け トップライトを覆った外観を外から視察

エコにエコに
  こだわりました！  こだわりました！

「ホテルのような、「ホテルのような、
　自宅のような」雰囲気で…　自宅のような」雰囲気で…

天井の雨漏れと天井の雨漏れと
　廊下の改修工事が終了　廊下の改修工事が終了

北アルプスエコパーク　9月21日北アルプスエコパーク　9月21日 リーベおおまち　9月21日リーベおおまち　9月21日 白馬中学校　9月11日白馬中学校　9月11日

新総務社会委員長新総務社会委員長 新議員新議員

太谷 修助太谷 修助  
議員議員

加藤 亮輔加藤 亮輔  
委員長委員長

あ
い
さ
つ

あ
い
さ
つ

私
の
思
い

私
の
思
い
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■決算認定
　 厳しい財政運営が続く！
　村民生活に真に必要な事業の見極めを …… 2
■研修会　　　
　 公立高校を核に、地域を支える人材を育てる
　 歴史からひも解く、砂防事業と私たちの生活
　 全国唯一の「肩関節治療専門機関」で研修 …………20

■新議員・新委員長紹介 …………………………………………21
　
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」……………………………22

■ 村政を問う　一般質問 …………………… 10
・支援ルームの自由利用日の拡充を ……………１１
・世界水準のまちづくりビジョンとは ……………１２
・道路や河川の草刈りは ……………………………１３
・新たな副村長の選任時期は ……………………１４
・村長２期目の重要課題は …………………………１５
・給食費無償化が全国で拡大しているが ………１６
・外国籍所有の宿泊施設の軒数は ………………１７
・選挙戦で発言にブレがあったのでは …………１８
・観光地経営計画は実行段階にあるのか ………１９

ここまで同点！さあ、どっちが勝つか…
心ひとつに           

            わっしょい！わっしょい！

ここまで同点！さあ、どっちが勝つか…
心ひとつに           

            わっしょい！わっしょい！

あ

と

が

き

「白馬山麓めぐり」に
参加しませんか

尾上　宏飯田

10月2日、白馬村公民館講座「白馬
山麓めぐり」第一回が行われました。
白馬山麓の里山地帯約70キロの道の
りを10回（ゆっくりコース）に分けて、
歩いて白馬村一周を目指します。講
師は田中欣一先生と、田中先生から
講習を受けているガイド希望者。
さのさか駐車場横の十二神社から
スタートして、姫川源流、内山、三
日市場神明宮、堀之内、嶺方（城下
豪農の館跡、分校跡）、幸田、大出、
野平、青鬼、塩島、落倉、切久保、
八方と巡り、佐野坂三十三番観音を
経て青木湖の秋葉岬がゴールです。
今回スタートした第1組は来春か
らそのまま継続し、第2組、第3組
も新たに募って「白馬山麓めぐり」70
キロの完歩を目指します。村内の方、
村外の方を問わず、来春から本格的
に始まる「白馬山麓めぐり」にご参加
ください。
お問い合わせは白馬村公民館まで
どうぞ。

来年は山案内人組合
100 周年

石田　弘行みそら野

白馬山案内人組合は、1919（大正８）
年に細野の山案内人25人で「白馬岳
登山案内人組合」を設立したことを起
源とし、1924（大正13）年には白馬館
の松沢貞逸翁が、北城村を取りまと
めて60人が加入した「北城登山案内
人組合」に発展させ今日に至っていま
す。そして来年2019年には、組合員
数104名で創立100周年を迎えます。
私たち山案内人（山岳ガイド）は、

先人の足跡をたどりつつ、白馬村の
山岳観光の担い手としての使命を将
来につなげる節目として、この機会
をとらえたいと思います。
山案内人の歴史は、民宿発祥、山

岳スキー、スキー場開発の歴史とも
一体であり深いかかわりがあります。
私たちは、ガイド業務に加え、登山
道整備、遭難救助、登山相談所の活
動を通して白馬村の山岳観光の屋台
骨を支える存在であることに責任を
感じ、誇りにも思っています。

これって　
おかしくないですか？

高橋　英子新田

9月27日に行われた、第2回地域
公共交通委員会を傍聴しました。議
題は、「7月に実施した公共交通に
関するアンケート調査」の結果説明
と、「アンケート結果から見えてき
た問題と課題」についてです。
新たな交通整備が必要は43%。巡
回バス（路線・循環）を望むが65%。
通園通学の送迎に負担が大きく公共
交通手段を望むが75%等々。とこ
ろが、課題に対する方向性として、
①巡回バス、②通園通学移動手段確
保の2点の検討だけは要望があるが、
対応は難しいと仕分けされていまし
た。
複数の委員から疑問の声が上がっ
ていましたが、私も「何のために委
員会を開催しているの」と首をかし
げ、あと3回の会議も注視していか
なければと感じました。

夢、私たちに。

わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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天
候
に
左
右
さ
れ
た
一
年
間
。

冬
季
は
早
く
か
ら
の
降
雪
に
恵
ま

れ
、久
し
ぶ
り
に
長
い
ス
キ
ー
シ
ー

ズ
ン
で
あ
り
来
客
も
多
か
っ
た
。

春
は
い
つ
に
な
く
気
温
が
高
く

桜
の
開
花
も
早
く
て
、何
と
な
く

だ
が
異
常
気
象
の
予
感
。
田
植
え

も
順
調
に
進
み
、早
い
梅
雨
入
り

と
な
っ
た
が
、史
上
最
短
の
梅
雨

明
け
宣
言
が
さ
れ
、水
不
足
が
不

安
視
さ
れ
る
。

案
の
定
7
月
か
ら
8
月
に
か
け

て
連
日
の
猛
暑
で
、白
馬
で
も
エ

ア
コ
ン
が
無
い
と
暮
ら
せ
な
い
と

い
う
声
も
聞
か
れ
た
。
西
日
本
の

豪
雨
災
害
や
台
風
の
襲
来
、
北
海

道
で
の
地
震
。
秋
は
連
日
の
降
雨

で
稲
刈
り
が
心
配
さ
れ
た
。
今
後

も
異
常
気
象
？
そ
れ
と
も
こ
れ
が

「
あ
た
り
ま
え
」に
な
る
の
？

（
津
滝
　
俊
幸
）
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